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1沿 革

1設 立の経緯
9

本研究所は,昭 和27年4月1日 発足 したのであ るが,そ の1〕1∫身 であり母胎 となった

ものは,昭 和5年 に創設 された帝国 美術院附属美術ω1究所 である。

この美術研究所 は,X1.13年7月,故 帝国)ミ術院長 野爵 黒【11清輝 の遺言によ り美術

奨励'14の ため に出損 した資金で遺 β執行人が選択決定 した14で ある。す なわ ち遺

言執行人 代表伯爵樺 山愛輔 は,故1=1$}の 遺志に したが ってこの資金 で行 な うべき事業

の選定を 伯爵牧野伸顕 に一任 した。牧野伯欝は帝国美術院長 福原錬二郎 および東京美

術学 校長 正木 直彦 とはか って諸方面の意 見を徴 し,ま たわが国美 術上の 必要に照 らし

て次の事業を行 な うことと した。

(1》 美術に関す る基礎 的調 査研究機 関と して美術研究所を設ける こと。

② 黒田子爵の作品をi簾列 して同子爵の功績を記念するこ と。

(3)前 二項 の 目的を達するため に適 当な建物を造営する こと。

(4),JF成1/の うえは一切これを政府 に寄 附す ること。

P

も
＼
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2年 表

昭和 元年12刀 前記の・1∫業を遂 行するため 委員会が設 置され,東 京美 術学校長 正木直

彦 が委員長 に就任 し,美 術研究所1Fに つ いて東京美術学校 教授矢代 幸雄,黒 田子

爵作 品陳列につ いて東京美術学校 教授 久米桂一郎 ・同岡田三郎助 ・同和 田英作 ・同

藤 島武二 および大給近清,建 築 造営について東京 美術学 校教授岡 田信 一郎,会 計'1`

務につ いて遺言 執行 人打 田伝吉を各 委員と して事務を分掌進行 させた。

昭和2年2月 美術研究所準備事業を開始 した。

同年10月 東京 市上野公園 内に鉄筋 コンク リート造,半 地階2階 建,延 面積1,192㎡ の

建物1棟 を起工 した。

同3年9月 前記の建物が竣工 したので,美 術研究所開 設の ため必 要な備品 ・図 、1}・
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写i'1;;:の研究資料を設備 し,ま た館 内に黒 田子 爵記念室を設け,同 子爵の作品を陳

列 した。

il114年5月 遺言執 行人代表者樺 山愛輔 は,建 物 ・設備 ・研 究資料等一切の外 に金15

万円をそえ て帝国美術 院長 に寄附を願い 出た。

同5年6月28日 勅 令第125号 によ り帝国美術 院に附属美術研究所が」かれ,東 京美

術学校長[E木 直彦が 同研究所 の主事に補せ られ た。

同年10月17日 美術研究所開所式を挙 行 した。

1"17年1月 美術研究所の研究成果 発表機 関誌と して,定 期11j行物 「美術研究」を創

lilした。

同年4刀18日 株式会社 朝 日新 聞社よ り1リ1治大正 美術史編纂 費として本 年か ら向う5

ケ年間毎年5千 円,合 計2万5千 円を帝国美術院に寄 附 したいとの申出が あった。

同年5月2611帝 国)諦鮮∫院 はこの申出を受理 した。

明治人1E美 術史編 纂委員会規 程を設 け,美 術研 究所は明治大 正美術史の編 纂に関す

る'll:務を行な うことにな った。

同9年10刀18日 毎年10月18日 を開所記念 日と定めた。

「"」10イ1・1/J2811鉄筋 コ ンク リー ト造,2階 建,延 面積129㎡ の[匡訓`が竣Lし た。

同年4刀 「日本美術年鑑 」の編纂事務 を開始 した。

同年6月1日 勅令第148号 により美術研究所官制が公布 され た。

研究資料閲覧規程を制定 し,閲 覧 事務 を胴始 した。

同12年6月24日 勅令第281号 によ り美術研究所 官制中改正の件 が公布 され ・従来・

悟 囚 笈術院に附置 されていたのを文部大 臣のU%轄 に改め られ た。

同年11刀29日 美術研究所長職 務規程,美 術 研究所'1`務分掌規程が制定 され た。

同13年2月12日 木造,平 家建,延 面積97㎡ の写真室1棟 が竣工 した。

同19年8月10日 黒田清輝の作品,な らびに写真原 版を東京都西多摩郡 小宮村谷 間家

倉庫に疎開 した。

同20年5月28日 美術研 究所の図書 ・諸資料全部を山形県酒田市本 町1丁 目本間家倉

川3棟 に疎開 した。

同年7刀 ～8月 酒 田市本間家倉庫 に疎開 した図書資料を爆撃 の危険を避 けるため,

さらに酒 田市外牧 曽根村松 沢世喜雄 家倉庫 ・観音寺村村上家 倉庫 ・大沢村 後藤作之
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1沿 革

丞家倉庫 にそれぞれ分散疎開 した。

同21年3月29日 酒 田市疎開中の図書 ・諸資料等 の東京向け発送 を終 了 した。

同年4刀4日 酒 田市疎開中の図書 ・諸資料等が東京 に到着 し引揚 げを完 了 した。

同年4、月16日 東京都西多摩郡小 宮村 谷問 家倉庫 に疎開 中であ った黒 田清輝作品な ら

びに写真原版の 引揚げを完 了した。

同22年5月3日 美術研究所官制が 廃」ヒされ,国 立 博物 館 　・制が制定 され た0美 術研

究所 は同館の附属美術研究所とな った。

同24年 本年度 か ら科学研究費によ り光学 的方法 による)こ術品の鑑識 に関する研究が

開始 され た。

同25年8月29日 文化財保護法の制定 に伴い,美 術研 究所は文化財保護委 員会の附属

機関 とな った 。

同26年1月31日 美術研究所組織 規程(昭 和26年 文 化財保護委員会規則第5号)が 定

められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料 部 ・庶務室が 置かれ た。(昭 和25年8月29日

から適用)

同27年4月1日 東京文化財研究所組織 規程(昭 和27年 文化財保護委員会規則第4号)

が定 め られ,美 術部 ・芸術部 ・保存 科学 部 ・庶 務室 の3部1室 が置かれ,美 術研究

所組織規程が廃止 され た。

同年7刀1日 芸能部研究室と して東 京芸術大学.,:f_1楽学 部邦楽科教室2等{を 同大学 か

ら借川 し,研 究を開始 した。

同28年4)126E1保 存府}学部研究室 は,国 立 博物館保存修理課保存技術研究室 として

昭和22年 発足以来,東 京国 立博物館地階の1室 に置かれていたが,同 館構内の倉庫

132㎡ を改造 のうえ移転 した。

同29年7月1日 東京文化財研究所組織規程の一部が 改il・.され(昭 和29年 文化財保

護委員会規則第1号),東 京国 立文化財研究所 とな った。

同32年3月28日 東京国 、k博物館 構内に木造,外 部鉄網モルタル塗,平 家 建,8㎡ の

保存科学部の薬品庫が竣Lし た。

同年11刀30日 従来の2階 建ll;庫のうえに史に1階 を増築3階 建 と し,増 築分延面積

71㎡ が 竣工 した。

同34年4月30日 国立文化財研究 所研究受託規不呈(文 化財保護 委員会告示第14号)が

3



定め られ,こ の年度か ら受 託研究が開始 され た。

同36年9月16日 東京国立文化財 研究所組織規程 の一部が 改且Eされ(昭 和36年 文化財

保護委員会規則第1号),従 来の庶 務室は庶務課 とな った。

同37年3月31日 東京国立博物館構内に保存科学 部庁舎 と して,鉄 筋 コ ンク リー ト造

2階 建延面積663㎡ の建物1棟 が竣」二した。

同年 了月1日 東京国立文化財研究所組織 規程の一 部が 改il-.され(昭 和37年 文化財保

護 委員会規則第1,,,;),新 たに保存科学 部に修理 技術{り1究室が 置かれ た

同年7刀20日 芸能 部研究室 は,保 存科学 部庁 舎の竣Lに 伴 ない,1口 保存科学部庁 舎

に移転 した。

同43年6月15日 文 」51/iiCU+1の一部が改」1され(昭 和43年 法律 第99号),本 研究所

は文化庁附属機関 とな った。

同44年8刀23日 保 存不こ}学部庁舎 に隣接 して新営 され る別館庁舎(延1950.41㎡)の

起L式 が行な われ た,,

同45年3月25日 前 、;己の別館が竣rし たので,同 年5刀26日 竣1:式 が/'11'なわれた。

同45年4刀22日 芸能剖1は,別 館3階 に移転 した。

lllj45年5刀8日 保存科学部は,>llj館の地 階～2階 に実験川機械 類の移転据付を終 っ

た。

同45年6月291-1保 存科学部庁舎 の1階o)模 様替一Ljl:に着rし,同 年10月15il工 事が

終 ∫した。

1・1年11刀2日 所長および庶 務課は,本 館か ら保存科学 部庁舎の1階 に移 転 した。

(本館は,美 術 部庁舎 とな る。)し たが って研究所の所 在地表示は 「12番53号 」

を 「13番271」 」 と変更 され た。

同46年4月1日 保存科学 部庁舎 および別館の敷地2,658㎡ を東 京国 、Z博物館か ら所

属換 された。

同48年4月12日 文 部省設置法施行規則の一部が改正 され(昭 和28年1月13日 文 部省

令 第2号)新 たに修復技術部が設け られ4部1課 となり,修 復技術部に第一修復技

術研 究室及 び第二修復技術研究室が置かれ た。ただ し保存科学部の修理技術研 究室

は廃止 され た。
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正 木 直 彦(昭 和5.6.28一 昭 和6.11.25)

矢 代 幸 雄(昭 和6.ll.25-N召 和10.6.1)

村Ii日 英≡ 竹:GI召 イ1110,6.1一 口召不1111.6,22)

矢 代 幸 雄(昭 和11.6.22-u召 和17.6.29)

腿1[いunar.1蔵(闘 召村i17.6.29-i昭 不022.8.16)

ill【 い 墾襲1蔵(酎{不1122.8.16-li召 不Il23.5.11)

福lh毎 父 り11(日 召不日23.5.11-i昭 不024.8.31)

松 本 栄 ・(昭 和24,8.31一 昭 和27.4.1)

矢 代 一一Y雄(昭 和27.41一 昭 和28.11.1)

川 中 一 松(昭 和28.11.1一 昭 杓140.4.1)

関 野 克(昭 和40.41一 現 在)

,
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皿 設立 目的 と機構

東京国立文化財研究所は,文 化財 に関す る調査研究,資 料の作成及 びその公表を行
t

なうことを 目的 と して設立 され た文化庁の 附属機関であ る。その機構等は次のとおり

であ る。

1機 薄窄

　lr!

庶務課

瀬 一講酬 左工鷺

美休郡

部長

n

一

一1{任 研 究官

室

室

室

究

究

研

研

料

第

第

資

【

一

一

保存科学部
部長

化学研究室

モ物理研究室

生物研究室

修鰹 一 麟 雛
術研究室

(庶 務 課)

職 員の人 」`に関す る'1∫務 ・職員の福利

厚生 に関 する'」`務・公文 眞1}類の接受 ・

公印 の管 守及 び庶務に関 すること ・経

費及 び収 入の ア算,決 算 その仙会計に

関する胚務 ・行政財産及 び物品の管理

に関する1`務 ・庁 内の取 締り、,

術

表

収

に

記

美

公

・
び

田

洋

の

成

並

黒

束

果

件
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.

°
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の
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究

∬

⊃

斗

メ

f

ド

リ

ノシ

　

ネ

ご

ぜ

美

そ

資

及

の

洋

び

る

表

術

西

及

す

公

美

。

び

究

関

・
る

務

及

研

に

管

よ

事

　

術

査

究

保

に

る

部

美

調

研

・
法

す

の

る

の

埋

方

関

術

国

す

術

整

的

に

が

関

美

・
学

室

美

わ

に

奥

光

念

.

.

(芸 能 部)

演劇 ・}㌢楽 ・舞 踊 ・郷L芸 能及びその

保存に関す る調査研究並びその結果の

公表。

(保存科学 部)

文化財及び その保存に関する化学的 ・

物理学 的 ・生物学 的調査研究・1Gびにそ

の結果の公表。

(修復技術 部)

文化財の修復に関す る科学的 ・技術的

調査研 究及びその結果 の公表。
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Ⅱ設立 目的 と機構

2職 種別予算定員

区 分 47年 度 48i度

指 定 職 1 1

所 長 1 1

行 政 職(一 う 13 13

課 長 1 1

課 長 補 佐 1 1

係 長 2 2

専 門 職 3 3

主 任 1 1

一 般 職 員 5 5

行 政 職 〔ゴ 1 0

技能・労務職員 1 0

研 究 職 31 34

部長等研究員 9 10

室長等研究 員 9 12

研 究 員 13 12

合 計 46 48

7



皿 土 地 ・建 物

本研究所 の主 な建物 は,東 京都台東区上野 公園12番53号 所在の本館 と,上 野公園13

番27号 所在の保存科学部実験室および別館であ る。

土地 は,本 館の敷地1,457㎡ 保存科学部実 験室 および別 館の敷地2,658㎡ の計

4,115㎡ である。

なお,建 物の面積 ・構造等 は,次 の とお りであ る。

1建 物の面積 ・構造 一.

Na

一 一

/　
1称

一一 一 幽

本 館

種 目 ・

構 造

建面積 建 築

年 月 日
Na

―-

6

一 冒 冒 一

名 称
種 目 ・

構 造

建面積 建 築

年 月 日延面積 延面積

1

11`務 所 建

RC.地 上

2階 ・地 下

1階

d
46826

一

昭

3.8.30

渡 廊 ド

(r'-r場)

雑 屋 建

木造平家

㎡

20.26
昭

13.3.25
1,192.72 20.2s

2 1尊 庫

　 　 　 　 一

渡 廊 ド

(,鯨庫)

倉 庫 鰹

RC.3階
一一 一一 一 一一 一 一 一 一一 一

雑 屋 建

Rq平 家

64b3
〃10 ,1.25

(灘職
　 　 -n

〃101 .25

7

-

8

躯 庫

(現物置)
一

保存科学

部実験室

〃

一一　 　一

事務所建

RC.2階

2796 〃

15.9.11
201.80

4.90

27.96

3 338.44
〃

37.3.284.90
68491

4

写 場 及

第1暗 室

雑 屋 建

木造平屋

:1
〃13 .1.8 9 別 館

事務所建
RC。地下
1階地上3

階塔崖付

462.75
〃

45.3.256280 1,950.41

5

準備室及

第2暗 室
M

35.12
〃 10

渡 廊 下

(別館)

雑t建
鉄 骨 造
平 家

27.60
〃

35.12 27.60

8
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m土 地 ・ 建 物

2建 物 の平面図(各 庁舎の縮尺不同)

美 術 部

(本 館)

」 「
評

イ
ラ
ー
室

宿
直
室

踊
務
員
室

攣
手
ヅ

.

倉

庫

(地 階)

1一
匹副

書

庫

鞘

書
庫
塵

弁
写
真
原

幌
一

研
究
室

研
究
室

研1
究

一 …L⊥ 室一 舞

室
窺一重

一

1-ll

玄

詞 室
究
室1

一

牌

一酒

薩
倉
庫

研
究
室

ト

(一 階)

 

研
究
室

記

念

室

}

翻

ナ

瞬

幽
「

陳

列

室

一
}

圃
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庶 務 課 ・ 保 存 科 学 部(実 験室)

課
長
室

庶 務 課
冷
凍
機
室

宿直室

交換室
i

渡廊下

瓦
手

洗

面 談 室

十
玄

+関

用務員室

己 室

プ
曾く

正リ̀

館

プ

ー

ン

ー

一

フ

9

( 階)

(二 階)

10



皿 土 地 ・ 建 物1

芸 能部 ・保在科学部 ・修復技術部

(別 館)

o

藪
e

第2生 物

研 究 室
化学処理 ア トリエ

第1修 復

ア トリエ

r

暴
手件

×
第2修 復 易

アトリエ 韓

減 圧 室
i

収 蔵 庫 第1埠 側擦 第Ilt'i
修復技術

部 長'r言
一

燃 蒸1.:

ー

渡

廊
一ト

.,

ラ ン フ

＼

(一 階)

]田
1

(二 階)
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f

(三 階)

(屋 上)
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、

1.予 算(当 初)

IV予 算

(単位干 円)

区 分 人 件 費 事 業 費 施設整備費 合 計

昭 和47年 度

昭和48年 度

93>966

103,150

52,741

57,760

4,295

0

151,002

160,910

2.科 学研 究費補助 金交付決定額 (単位千 円)

区 分

一般研究 奨励研究 総合研究 合 計

件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額 件数 金 額

昭和47年 度

昭和48年 度

2

5

1,200

4,530

一

2

一

340

一

1

一 旧

1,500

2

8

1,200

6,370

昭 和48年 度内訳

研 究 題 目

法華経絵の研究

薩摩坊 ノ津を中心 とした民俗

芸能の研究

中央ア ジア絵画におけ る東方

要素 とその浸透についての検

討

廃寺永久寺真言堂伝来の絵画

遺品に関す る調査研究

油絵 の保存 に関す る科学的研

究

長野県におけ る獅 子舞 と若者

組に関す る研 究

狩野探幽の研 究

院政前期 より後期への様式展

開 に関す る研究

研 究 者 金 額

宮 次 男
丁:11

三 隅 治 雄 530

上 野 ア キ 1,000

柳 沢 孝 1,UOO

見 城 敏 子 200

中 村 茂 子

河 野 元 昭

猪 川 和 子

iio

230

1,500

T円

摘 要

一 般 研 究

B

-一・般 研 究

C

一 般 研 究

C

一 般 研 究

C

一 般 研 究

D

奨 励 研 究

R

奨 励 研 究
A

総 合 研 究
A

}J



一

1研 究 活 動

V研 究活動及 び事業

{1)蔓 術 部

美備 部は 日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美 術と これ らに関連のあ る西洋美

術につい ての基礎的 調査 と専門的研究を行ない,そ の 成果を公表す るとともに,美 術

に関する研究 資料を作成,収 集,整 理 し,こ れ らの資料を 一般研 究者の利用 にも供 し,

X術 史学研究 における資料 セ ンターの役割 も果 してい る。 現在3室 に分かれ,古 美術

関係は節一研 究室,近 代 ・現代 ・西洋美術 は第二 研究室,資 料 関係 は資料 室が担 当す

る,,

調査研究は美術 部3室 所属研究 員の専門領域を中心と して実 証的に進め られてい る

が,学 界現 ドの動向を把握 す るとともに将来の趨勢を洞察 し,方 法においても成果 に

おいて も,基 礎的 ・先駆的役割を果 して,広 く永 く学 界に寄 与すべ く努め ている。 そ

の たy)爪 要な る問題 に関 して は共 同研 究を行 ない,ま た当部独 自の光学的研 究法を活

川 し,す で に多 くの成果を収めてい る。

これ らの業績 は当部の機関誌1〕庭術研究」(昭 和7年 創刊,年6冊 発行)に 発表 し,

大部の成果 は随時単行の研究報告 井として刊行 して いる。 また毎年のわが国美術界全

般にわたる動向を調査 し,客 観的資料 の提供 を主眼 と した 「日本美術年 艦」を編纂 発

行 している。

研究賓料 の収 集 ・作成 などに関 して は,当 部の前身たる美術研究所 として発足以来

調査研究とと もに力を そそいで来 たが,毎 年増大 する資料 の蓄積 は,文 化財関係事業

等のためのみな らず,部 外研 究者 や,広 く海外 の研 究者の ため にも大 きな寄 与を果 し

てい る。また 「日本美 術年鑑」 には,毎 年 日本 ・東洋 古美 術な らび に近代 ・現代 ・西

洋)こ術 に関す る雑誌論文および単行図書を分類集録 した文 献目録を編纂 し,美 術史学

界をは じめ関連 ある学 界に著 しく貢献 して いる。なお古美 術関 係文献 につ いて はさら

に増補訂正を加え一定の年次をま とめ て既 に数冊刊行 したが,今 後 もこれ が継承 に努

め たい。

以1:の ほか,調 査研究成果の一 部を広 く一般 の理解 に資す るため,毎 年1回 公開学

術講座 を開催 して いる。
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V研 究活動及 び事業

黒田清輝 の遺産 と遺作 の寄附 に基いて創 立された,美 術部(旧 美術 研究所)の 黒 田

記念室 は,黒 田の 作品 その他関係資料を保管 し,毎 週一回,一 般 に公 開 してい る。

A研 究 ・調査 活 動 の 概 要

第 一研究J7,資 料室 の研究員は,日本,中国,中央 アジア等,各 々専門とす る領域 を中心

に調査研究を進め,主 要問題 を捉 え共 同研 究を行い,ま た常に精密な基礎 資料 の収集

に努めてい る。文 部省科学研究費にもとづ く共同研究 としては 「院 政 前期よ り後期へ

の様式展開 に関す る研究」(総 合研 究A,代 表猪川F.任 研究官他7名)が 着手 され,

課題の11～12　lr紀の彫 刻,絵 画の基準作I」nnの調査,撮 影,及 び歴史的背景を究明する

文献資料等の収集整理を行 い,各 分野 の研 究者との交流,研 究会 を行 った。 また,同

じく文 部省科学研 究費によ る 「法 曜経絵の研究」(一 般研 究B,代 表宮主任研 究官他

5名)も 初年 度の調査研 究 として法 蝉縄関 係経巻の見返 絵及 び法 曜経 変相 図等 の写真

資料を多数収集 した。

第二研究室 においては,近 代 美術史の調査研 究,現 代美術の動 向調査,そ れ らの資

料収集を行いつつ,特 に現 代美術 の動 向調査 について は 「日本美術年 鑑」に集 積 した

年度資料を発表 してい る。継続 中の特別研 究 「日本近代 美術の発達 に関す る明治 前期

・中期 の基礎 資料築成」は引き続き資料収集を行 うかたわ ら,資 料 整備の段階 に入っ

た。

各研 究員の調査研究及び2～3名 の共同研 究,ま た,他 機関,人 学 におけ る科学研

究費総 合研 究への参加 について は,各 自の 調査活動の項,(B},(C},科 学研 究費題 目(E}

を参照 され たい。なお,「 美術研究」は本 年度 分287rか ら292}」 迄6冊 を,「 日本

美術年 鑑」は48年 版を 刊行 した。

本年 度は黒 田清輝生誕 百年を記念 して,ド 記 の各地で記念 展を催 し(6月 ～10月),

当研究所 か らも油絵50点,素 描18点,'r生 帳等多数 を出品 し,第 二研 究室,庶 務室各

員が企画,陳 列 に参加 した。

黒 川清輝展

神奈川県 立近代 美術館(鎌 倉市),福 岡県文化会館(福 岡 市),鹿 児島市 立美術館

Q鹿児島 市),愛 知県、k庭術館(名 〆ガ'塩くll∫),京都市美術館(京 都市)
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B研 究題目

岡 畏三郎(美 術 部長)

〔1〕 日本近代絵画史の研究

明治末 より大正期へかけての新絵 画運動 について巽 画会,草 土社,院 展洋画

部などを主 に,作 品並び に資料の収集整埋を継続

〔皿〕現代 美術の動 向についての調査研 究(共 同研 究)

〔皿」 日本こ版1幽i史の{班究

【Ⅳ」 日本近代 美術 の発達 に関す る,明 治前 ・中期の基礎資料 の研 究 「特別研究〕

久野 健(第 一研究室長)

〔1】'F安 初期彫刻 史の研究

口i」 中部地方彫刻の研究

しⅢ〕 白鳳彫刻の基礎的研究

〔Ⅳ〕遡慶 を中心 とす る藤 原末鎌 倉初期彫刻 の研 究

〔V」 光学 的方法 によ る 日本彫刻 の調査研 究

〔NJ院 政前期 より後期への様式展開に関 する研 究(共 同研究)

田村 悦子(1柵 研究官)

rI〕 和漢のll繊 及 びisi:道史の研 究

Ill鎌 倉時代の 上代 様仮 名書 道及び書とあ しでとの関係 についての1罪究

② 国文学作品 と書 道との関1併につ いての研究

(3}法 墜経絵の経文 の書の研 究(共 同研究)

〔II〕異体字の歴史的研究

'

柳澤 孝(主 任研 究官)

〔1〕 日本仏教絵 画史の研究

(1)奈 良時代以降,特 に平安 ・鎌倉時代の主要遺品に関 し,光 学的方法を援用す

る実証的な調査を実施 して,技 法の解明や様 式的特 色を 明 らかにす るほか,図
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1

◎

V研 究活動及 び事業

像学 的な考 察と文献的な考証に も及 び,そ れぞれの作品の妥 当な位置づけにつ

とめ る。

(2}廃 寺永久寺真 言堂伝 来の絵画 遺品の調査研究

(3)法 華経変 相の 調査研 究(共 同研究)

〔II〕古代壁 画の研 究

(1)高 松塚 古墳壁 画調査研究 の継続

② 鳳1軋堂壁画に関する調査研究の続行

〔皿〕敦煙絵 画の研 究

敦煙請 来画,特 に密教関係画の調査研究。

、

宮 次男(主 任研究官)

〔1〕絵巻物の研 究

絵巻遺品を網羅的 に調査 し,そ の編年的研究 を行 って様式の変遷をあ とづけ,

時代的 ・流派的特色を明 らか にす る。

〔II〕経典説話図 の研 究

特 に法 嵯縄関係iiiWit1図について,経 巻見返絵及び法 弊経曼陀羅図を 中心に,

その図相の選択 と定着 について調査研 究する。 この研究に関 し,本 年 度は

「法 躯継絵の研究」の課題で文部省科学研究費(一 般研究B)の 交付を うけ

た。(共 同研究)

〔皿〕 肖像u>>iの研究

似絵 ・高僧像 ・贋相 ・武将像 を対象 と し,そ の時代 的特 色と様 式の変遷 につ

いて調査 ・研究す る。

猪川 和子(主 任研究,i.;)

〔1〕飛鳥奈良時代彫 刻 史の研究

この時代 におけ る問題点を明 らか に し,諸 作例を検討 し,基 礎的研究 に資す

る。

〔II〕平安鎌倉時代彫 刻の調査研究

(1)平 安時代以降の主要作 品を調 査 し,文 献を含めて資料 の収 集整理を行 う。
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② 院 政前期 より後期への様式展開に関する研 究(共 同研 究)

田i〕尊像別 分類 による彫刻の研究

諸尊像の形式上の伝承 と展開 ・系統 を究 め,歴 史的背景を 明か にし,特 色,

作風,変 遷を明確にす る。

田実 栄 子(主 任研究官)

〔1〕近fL初 期染織品の研究 一 上杉神社その他所蔵の服飾類,名 物裂系外来 裂等の

調査を通 して 一

〔1[」小袖の研究 一 形態 ・模様の様式 と技 法 ・用布 の地質 等調査 し,変aを 考究す

る 一

〔Ⅲ〕伝統的染織技 術の調査 ・研究 一 現代 に伝わ る技 術の調査 を通 して,過 去の染

織技術を考察する 一

〔NJi㌦ 代裂の研究 一 主として東京国 立博物館蔵品の1E倉 院 裂 ・法隆 寺裂 を調査対

象 に 一

関 口 正之(第 一研究室)

〔II密 教画の研究

明王系画像の 研究凋査を継続。

〔[IJ法 鰹経絵 の研 究(共 同研究)

ヒとして法 華経変相図の比較研究。

〔】坦 院政前期 より後期への様式展開 に関す る研究(共 同研究)

院 政前期 より後期にか けて製作 され た仏教絵 画の様式的変遷の研究。
4

中村伝三郎(第 二研究室長)

lIl明 治以降彫刻史の研 究

近代主要木彫家の業績 についての調査研 究。

IIIJ日 本近代美術の発達 に関す る明治前 ・中期の基礎 資料 の調査研究(特 別研 究)

特 に明治前期の彫刻 ・工芸関係文献資料(ウ ィー ン万国博,工 部美術学校,

東京彫工会な ど)の 調査検討をすすめる。

〔皿〕現代美術の調査研 究(共 同研究)
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V研 究活動及び事業

立体造型を中心 に現代美術の動向を総合 的に常時調査 考究。

関 千代(主 任研究官)

〔1〕 日本近代絵 画史の研究

(1)ウ ィーン万国博についての研 究

② 明治 初期伝統美術復興 についての研 究

13)大 正期 画家 の調査 と研 究(共 同研究)

〔II〕 口本近代 美術 の発達 に関す る明治前 ・中期の基礎 資料の調査研究(特 別研 究)

〔1皿〕 現代 日本絵画 の動 向についての調査研究

坂本 満(第 二研究室)

〔1〕 近代美術における東西交流

16世紀 よ り191fr紀に至る汎Ut界 的な美術の 交流 を,絵 画を 中心 として研究。

〔n〕 西欧版 画史

15世紀以降の 西欧美術 におけ る版画の展開 とその役割 り(す なわち複数芸術

と して イメー ジの媒 体であると同時 に,そ の レパー トリー と しての役割の美

術史的 な位置づけ(こ れは(1)とも関連す る)を 研究。

〔m〕 日本近代美術の発達 に関す る明治前 ・巾期の基礎資料 の調査研究(特 別研 究)

陰里 鉄郎(第 二 研究室)

〔1〕 日本近代洋画の調査研 究

主 と して大 正期洋画家につい て

〔II〕江戸洋風 美術の研究

江漢,田 簿,慶 彼な どの伝記と作品

〔Ⅲ〕 日本近代美術の発達 に関す る明治前 ・中期 の基礎資料の調査(特 別研究)

〔Ⅳ〕 現代美 術の 動向について調査(共 同研 究)
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川上 浬(資 料室長)

〔1〕 中国絵 画史の研究

中国絵画史研究の基礎作業と して,宋 元明清代の作品な らびに画家 資料の収

集整理を継続 。

〔皿〕 江戸時代絵画 における中国影響の検討(共 同研 究)

東北 大辻 惟雄 助教授 を代表 者とする科学研究費総合研究の分担
。

上野 アキ(主 任研究官)

ll〕 中 央ア ジア古代絵画 史研究

(1)中 央 アジア絵 画における東方 塑素 とその浸透 についての検討

Ⅲ 〕 敦 焼絵 画の研究

〔Ⅲ〕 法'1～1経絵 画の研 究(共 同研究)

江上 緩(資 料室)

〔IJ平 安朝ll}助・資料`こ施 され ノこ糸会画装飾の研究

唱安時代のi瑠亦賓料 に施 された絵画的装飾を絵画 史!t'・1見地か ら研 究する。科

学研究ゼ㌘によ る 「法 醒経絵の研究」を分担 した(共 同研 究)。

〔n〕 占代 ・中tn:初期絵画における自然物表現の研究

rI〕 とも関連 す ると ころであ るが,こ の期の 自然物 表現 の変遷を研究す る。

〔皿」 日本古代文様の様式的,形 式的研究

日本 占代文様 全休 を様 式,形 式の 両面か ら研 究す る。科学研究費 によ る 「院

政前期よ り後期への様 式展開 に関す る研 究」を分担 した(共 同研究)。

鶴田 武良(資 料室)

〔1〕 明清絵画の研 究

〔II〕 近代中国絵画の研 究

海上派の成 立を中心 に

〔皿〕 江戸時代絵画における中国 画影響の研究(共 同研究)
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一

河野 元昭(資 料室)

〔1〕 障屏 画の研究

(1)桃 山時代 障屏 画の研究

② 江戸時代障屏 画の研究

〔II〕 日本 画家 の研究

(1}狩 野派の研 究

② その他の画派の研究

C研 究 ・調 査 活 動(昭 和48.4～ 昭 和49.3)

V研 究活動及び事業

岡 畏三郎(美 術部長)

〔1〕 明治末,大 正初 期の新絵画運動 について は,当 時 刊行の諸資料のほか,作 家及

び遺族 を訪 ねての聞 きItriき,或は所蔵資料の調査に より紀緑 収1,に つとめてい る

(継続)。

〔皿〕

(ID)

(N)

現代 美術 については都内における展 覧会の調査が主 とな 一,てい る。

版画 関係で は,江 戸後期浮itt絵版画 研究のほか,創 作版画運動の足跡 を示 す版

画作品が現代殆 ど散失 してい るので,作 品の所在調査を続 けてい る。

国 立近代美術館の研究員をt体 とす る文 部省科学 研究費によ る 「近代 日本美 術

に おけ る1910年 代の研究 」(代 表本間iE義)に 参加 し,同 期の洋 画につい て,

特 に新興 グループの 活動 について調査 し,作 品,未 見の 資料,作 品の発見 に

つとめ た。(共 同研究)

久野 健(第 一研究室長)

昭和48年5月 には,城 陽市の占代寺院吐 出f:の 塑像断片の調査撮影を行い,ま た,

京都宝積寺 のt一 面観 音像の調査を行 う。

同9月5日 より,新 潟県糸魚 川市及 びその周辺の古仏 調査,す なわち壬生寺の十一

面観音 縁,大 神社の男女 神像及 び懸仏,毘 沙門堂 の毘沙 門天,吉 祥 天,観 音堂 の如意

輪観音像,東 陽寺 の胎蔵界大 日如来像等の調査 を行 う。

同10月1日 よ り11月 末 日まで,ア メ リカ,イ ギ リス,フ ランス,イ タリア,ギ リシ
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ヤ,イ ン ド,タ イ等 の美術館及 び遺趾 に残 る東洋古彫刻の調査を行 う。

49年1月 には,神 奈 川 県芦 名 の 浄 楽寺 の 諸 像 の 再 調査 を不 動 明王 胎 内 銘札

を 中 心 と して行 う。 こ れ は科 学 研 究費による研 究の一部であ る。

同3月 に は,:F葉 県 八 日市場 市の 長 徳 寺不 動 明王 像(正 嘉 元 年 銘)及 び還

来 与の 阿 弥陀 如 来 像の 調査 を 行 う。

田村 悦子(主 任 研 究官)

rIl(1)45年 度 に原家旧蔵 「伊 勢物語絵巻」を研究 し,46年 天皇 ・皇后 御訪欧記

念 口本 美術展 に出陳 され た伏 見天1蓋寅翰伊勢物語詞は同絵巻の詞1,1:の断簡で あ

ることを考 証 し,そ のた め鎌倉時代の上代様仮名書道 の特質を考察 し,ま たこ

の絵巻詞iヰと料 紙の ド絵 葉手 との間には,相 圧に関餅 し而も単調に陥 らないよ

う[夫 が施 されてい ることを究明 した。

(2〕 国文学 作品は 人多数が仮名文であ って制作 ・伝写の間に仮名淋道 と関聯を

も って くるが,作 品0)性 格 と井の性格 との間に相関の存す る点 に着 目,そ の研

究の間 に得 た 「こわ たの時雨」が文学作 品と しても特異の ものであ るので,こ

れを校 刊して学 界に提供 した。

㈲ 絵を伴 う法 解経の写本 ・版本のll楓 書体が一般の 写経 とどれ だけ相異 しそ

の特徴が何 に起因す るかを考察 した。

田 」 異体字の研究 は奈良 ・平 安に亘 って諸種 資料か らの摘出を続 行 してきたが文字

及び年代に従 って整頓 ・配列す る段階 に進 んだ。

■

柳潭 孝(主 任研 究官)

〔Ij(1)平 安前期の代 表作,東 寺三 副古本両界曼蒙羅 に関 し,光 学的方法を援用 し

て詳密な調査写真撮 影を行 ない,ま た同寺敷曼奈羅 につい ても調査を実施 し,

その材質,技 法,制 作年代 について検討を加え た。②廃寺永久寺真言堂伝 来の

真言八租行状図 に関す る実 証的 な調査 と写真撮影並びに藤田美術館蔵両部大経

感得図の補足調査,さ らに真言 八租行状図の図像学 的な関連 において,福 山明

王院五重塔壁画の調 査 と写真撮 影を行な ったほか,天 理図書館や永久寺院 家末

商所蔵の永久寺関係資料 の収集 につとめ た。(3)法華経変相 に関す る共同研究と
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V研 究活動及 び事業

して,富 山本法寺 蔵法華経 変相22幅 と西明寺三 重塔壁画の調査 と写真撮影を実施

した。

〔II〕高松塚 古墳総合学術調査会の専門委員と して,同 壁画 に関す る報告書の作成を

引 続き分担 した。

〔皿〕 敦煙請来画 中の密教関係に関 し,図 像学 的な整理を行な った。

宮 次男(主 任研 究官)

本年度 は科学研 究質(一 般研 究 ・B♪ 「法 構経絵の研究」の交付を うけ たので,こ

の課題によ る調査 ・研究を重点的 に行 った。調査対象をあげると次の 通 りで ある。

(1)法 躯経 見返絵 一大 山祇 神社蔵3種15巻,八 梅神社蔵8巻,袴 通 寺蔵9y,金 剛峯

寺蔵一品経28巻 ・中醇寺経7巻,木 興寺蔵2種18巻,唐 招提 芋蔵10巻,百 済寺蔵10

巻,頴 川 美術館蔵8巻,他

(2)法 華経曼陀羅 一本法 浮蔵22幅,海 住山 芋蔵1幅,西 明 寺三 耽塔初層内 部壁画,他

(3)金 光明最勝王経金字宝塔曼陀羅10領

(4)大 陸作品～宮城国 分寺蔵法 贋縄1巻,宋 版細字法 娯経見返(伝 香寺蔵,簿 通 寺蔵,

保国寺蔵)

次に絵巻物の研究で は,平 治物語絵 巻について研究 を行い,そ の成 果 を 美 術 研 究

289号 に発表,ま た説話文学 と絵巻 の関係を追究 した。

肖像画の研究は,高 野山諸 芋の蔵品 巾,特 に高僧像と武将像 について写 真資料 を収

集 した。

猪川 和子(主 任研 究官)

〔1〕奈良時代彫刻 と しては京都平川廃寺塑像断片凋査及 び,城 陽 市三縁寺乾漆菩薩像

等の調査撮影を行 った。

〔1〕平安鎌倉 時代彫刻 史研究 について は,昭 和48年 度科学研究費補助金を受 け た 「院

政前期よ り後期 への様式展開 に関す る研究」の課題 に即 し,京 都 ・奈良 の院政時代

基準作 例を調査(京 都高田寺薬師 如来像他)研 究を行 った。 また,美 術 部公開講座

において 「藤原時代の彫刻」 と題 し,十 世紀彫刻 におけ る和様の成 立を中心 に講演,

この時代 の主要作例を整理 した。
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〔皿〕尊 像別 の研究 と して は,東 国所在の清涼寺式釈迦像,宮 城竜 宝寺,山 形法来寺,

山梨 永泰 寺,愛 知慈光院等の諸像を網 羅,紹 介 し,改 めて考察を行 った。

田実 栄子(主 任研究官)

研究題 目の中,特 に力を注 いでいる 「近 世初期染織品の研究」に関 しては,上 杉神

社蔵のL-.杉謙信 ・景勝所用 と伝え られ る服飾類中,武 装服飾の ド着 類 ・頭巾 ・袴等の

調査を行い,信 長 ・秀吉 ・家康等 の所用 と伝え られ る類品を並行 して調査 し,比 較研

究を進め た。

「小袖の研究」 臼二代裂の研究」は秋 に開催 され た東博 の 「日本 の染織展」出陳の

遺品資料を通 して進め,「 伝統 的染織技術の研究」 は前年 に引続 き 「型染」に関す る

ものを1こに行 った。

関口 正之(第 一研究室)

法 ㌍経変相の研究では昭和48年4月 に大分県宇佐 神宮の 神輿障子絵に描かれた法 華

経絵を調 査し,10刀 に富山県本法 寺所 蔵の法 華縄曼茶羅を,12刀 に滋賀県 西明寺三 重

塔初層壁 画,49年2/jlこ は四 国地方の法 構経絵を調査 し資料 の収 集に努め た。院 政時

代仏画の研究で は安楽寿 院所蔵仏 画を調査 し,更 に密教画研究とも関連 させて東寺所

蔵 の};.大尊 画徴を始め数件の五大尊像の調査を行 な った。

中村伝三郎(第 二 研究室長)

〔1〕(1)9月 いっぱい,奈 良県 立美術館 で特 に力を注いで開催 した 「特別展 ・明治

時代の彫刻 一 近代 日本彫 刻の胎動 一 」 に協力指導を求 め られ たこともあ っ

て奈良に 出張,殊 に前代以 来 この土地 に住 み,あ るい は明治初期 に奈良 に赴き,

わが伝統彫刻の新 しい蘇生 に努 めた森川杜 園や竹内久 一,同 時代の旭玉山,石

川光明,高 村光雲 らの先覚,そ れ に続 く世代の山崎朝雲や 米原雲海,滝 沢天友

らの出陳作品,ま た奈良美 術院 で国宝修理や模刻 に専念 した新納忠之介や竹林

高行の諸模刻作品を初見す るなど,実 作品 に当 っての調査並びに出陳作全般を

通 じての比較考察 に従来の認識 を改め深め る好機会 とな った。

② 東京国立近代美術館の研究員を主体 とす る文部省科学研 究費補助金交付 の
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V研 究活動及び事業

総 合研究 「近代 日本美術 におけ る1910年 代の研究」 に参加,当 時代の 代表 的木

彫 家であ る米原雲 海や 内藤伸の業績 に関 して,出 身地 であ る島根県所在 の諸作

品 と関係資料 を実地調査 した。研究題 目 〔II〕及 び 〔皿〕 に関 しては,前 年度

に 引続 き,調 査 並びに資料の蒐樂につとめ た。

関 千代(主 任研究官)

〔1〕 明治前 半の美術史については,未 だ不明 な点 も多いので,ウ ィーン万国博等 を

は じめ,具 休的資料0)探 索 を,国 会図 τ1;:館,公文Ill:館等においてすaめ た。その

4
M'1果若 「の新資料を得 られ,明 治前期美術 についての著 るしい 傾 向が認め られ

たので,そ れを明治宮殿杉戸絵成1,/.と関連 させ,こ れを48年 度 庭術部公開学術講

座 において発表 した。

8刀 宮内庁 で杉戸絵80余 図の カラース ライ ド撮 影を行な う。

同刀京都御所襖絵 調査

(3)については,3月 旧久遡宮邸天井絵(前 田育邨他)の 調査。11)1.新 潟県佐渡

所在i一Ⅲ麦倦資料 の調査(佐 渡 博物館 ・デ ッサ ン,ド 絵類。 神宮寺。iE覚 坊等 。)

があ る。

〔Ⅱ〕 蜷 川 日記一奈良 の筋道(三 冊)の 撮影と調査の継読。

坂本 満(第 二研究濤{)

(1)46年か ら47年 にかけて ヨー ロッパ で取材 した西欧版画 に関す る研 究を続行。(2〕9

月 にスペ イン南部の諸地域の聖堂,美 術館等を調査。(3)12お よび1月 に京 都国 立近

代美術館の 「キ リシ タン美術の再発見 ・西洋 とB本 の出会い」展 を調 査。

陰里 鉄郎(第 二研究室)

研究題 目1に 関 しては森田恒友の水墨 素描,中 村 舞の油彩 画を調査 し,村 山椀多,

関根正二 について はなお調査を続行 中であ る。

Ⅱの 江戸洋風美術 では,石 川人浪の二,三 の作品について調査 の機会を得,研 究の

結果を報告 した。 また川原慶賀について は作品 ・文献資料 の調査 をつづ けてい る。

Ⅳについては,現 代 日本美術展(20年 の展望)の カタ ログ作成 に参加 して,数 多 く
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の現代美術 家に関する文献 目録 を作成 した。

川上 脛(資 料室長)

昭和48年5月 に大 和文華館展観の朝鮮 画の調査,同 年6月 に台北故宮博物院の宋代

画家作品の調査,昭 和49年1月 に長崎市の美術館 ・寺院お よび個人蒐蔵の明清画の調

査撮影,同 年2月 に四国地方所在宋版法華経絵 の調査撮影,同 年3月 に大阪 市立美術

館所蔵中国絵画の調査撮 影を行 った。

上野 アキ(主 任 研究官)

〔1〕 〔Ⅱ〕本年度は特に 「中央アジア絵画 におけ る東方 要素 とその浸透 につ いての検

討」の主題 で科学 研究費の交付を受け,国 内に所在する中央 アジア絵画及び

模本類 につ いて調査を行な うとともに,従 来なお ざりに されて いた敦煙 との

関係をIE視 す るよう努めた。竜谷大学及 び天理参考館所蔵の伏 義女嫡図 につ

いて,外 国所在各本との比較検 討及 び大陸墓葬画,敦 煙 絵画 との関連 におけ

る墓葬 画と しての特質を考察 したのはこの一端で ある。なおこの開敦煙 につ

いての資料 も積極的に収集 した。

〔m〕 法 躯経絵画の共同研 究に於て敦煙の法華経変相の研究を分担 し,賓 料の検討 に

当 ったほか,本 法寺法 華経変相,西 明寺 三 重塔壁 画の調査に参加 した。

江 上 緩(資 料 室)

人阪市 立博物館の 「法華経 の美術」展 に出陳 された経典類 や滋 賀県 西明 寺三君塔内

の壁 画な どを共同調査 し,そ れ らにおけ る文様や 自然 物表現 を研 究 した。 また,古 筆

切類について も同様の研究を行 った。 日本の古代文様と大陸との関係 につ いて も,資

料 の収集 と研 究を進め た。

鶴 田 武良(資 料室)

48年9月 合衆 国フ リーヤ美術館の中国人物画 シ ンポジウムに出席,合 わせて同 館所

蔵中国画の調査を行 った。49年1月 長崎 地方所在 の江戸時代絵画,明 清画の調査 を行

った。近代中国絵画資料 の調査,収 集を継続 して行 った。
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V研 究活動及び事業

河野 元 昭(資 料室)

48年8月 東 京大学美術史研究室の企画 した 「京阪神地方 個人所蔵琳派絵画の研 究」

に参加 し,と くに酒井 抱一を担 当 した。11月 京都 ・西i三寺において渡辺始興関係 資料,

善行院 において尾形 光琳墓碑を調査 した。 また11月 か ら12月 にかけ,昭 和48年 度科学

研究費による 「狩野探 幽の研究」(奨 励研究A)の 一一環 と して,大 徳寺塔 頭玉林院

龍光院,孤 蓬 庵,徳 禅寺 におい て,探 幽 および探幽派の水 墨障壁画を調査撮影,引 続

いて奈良 ・興福院 の始 興障壁画 も調査 した.49年1月,科 学研究磯 「江戸時代絵 画に

おけ る中国画影響 の研究 」(代 表理 ・辻惟雄東北大学助教授)の 研究分担者の一人と

して長崎調査に参加,3刀 には瑞巌寺,本 間 美術館な どにおいて研究主題にそ って資

料の収集に努めた。同刀,姫 路城管理 事務所 において抱一一関係資料を調査 した。

① 二著1尊②:論 文 ③:解 説

D主 要 研 究 業 績 ④:研 究 発表 ⑤1講 演 放 送⑥;そ の 他
fl召48.4～ll召49.3

岡 畏 三郎(美 術 部長)

① 藤 島武 二 「日本 の 名 画 」31講 談 社48・7

① 歌 川 広1貢 「fl本 の 名 画 」12講,淡 社49・1

① 「北 斎 読本 挿 絵 築成 」2巻 ・5巻(編 集 ・解 説 一 共 著)美 術 出版 社48・3,10

久 野 健(第 一研 究室長)

①天福寺本尊f-一一面観 音像 近藤 出版社

①夢殿観 音と百済観 音 岩波爵店

②飛 鳥の仏師 研秀出版 「飛鳥 古京」所収

②嘉暦二年銘如来立像 と康暦 元年銘懸仏 史跡 と美術434

②観 心寺の平安初期仏像 について 国華961

② 中部地方の 古代銅像 美術研 究291

③ 常滑市の彫刻 「常滑市指定文化 財図録一集」所収

③ 諸家愛蔵彫 刻 「諸家愛蔵仏教 美〃ll秘宝」所収

④藤 原時代の彫刻 寧楽会

④ 円空,木 喰仏の源流 朝 日講堂

48・4

48・10

,;

,・

48・9

49・3

48・4

48・6

48・6

48・7
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④円空彫刻について

④運慶前後

④運慶の彫刻

④鎌倉時代の彫刻

名古屋円空学会

文京会館

鎌倉三井銀行会議室

寧楽会

48・8

49・2

49・2

49・3

田村 悦子(主 任研究官)

② 吉田忠氏蔵古写本 『こわ たの時雨』公 刊 下

・②御物伏 見天皇寂翰伊勢物語について

一原家 旧蔵伊勢物語絵巻の断簡

美 術 研 究28748・5

美 術研 究28848・7

柳 潭 孝(主 任研 究官)

①仏教美術文献 目録1960～1969年(共 著)中 央公,論美術 出版

③新国宝(両 部人経 感ll}図)の 思 い出 芸術 新潮281

③普賢 酌蔵他5件(璽 月信 成編 『諸家愛 蔵 日本仏教)き術秘宝』)三 彩 社

③薬師浄L変 相図他6件(『 中園美術』 第一巻 絵画1)講 談社

⑤ 占代堕 画と高松塚 占墳壁 匪lll横 浜 市教育委 員会

,・

,・

48・6

48・10

48・4

宮 次 男(}こ 任研 究官)

① 日本 の地獄絵 芳賀i辱店48・10

② 説話 と絵巻 小原流挿花23-448・4

② 「平治物語 」諸本 中における 平治物語絵 巻の位 置 美術研究28948・9

②説話文学 と絵巻 東京美術 「日本 の説話」348・11

③ お伽 草Fの 世界 絵本248・6

③装飾経 にみ る美 と信仰 小 原流挿花24-149・1

③ 雛 川(25-34)ff本 難 一ll芸415-425 ～4849:1

猪川 和子(主 任研 究官)

②紀三井 寺護国院 と観心寺 の観音立像

28

美 術 研 究28748・5



門

の

②東国の清涼寺式釈迦像

⑤藤原時代の彫刻

し

田実 栄子(主 任研 究官)

② 上杉家伝来鎧 下着 ・着込み ・頭 巾惇四領二個 上

伝上杉謙信 ・上杉景勝 所用服飾 類調査報告六 一

⑤舞楽装束とその遺品

V研 究活動及 び事業

三浦 古文化1448・9

美術部公開学術講座48・10

美術研究291号49・3

東京 国立文化財研究所開所 記念講演会堂48・11

西洋美術館講堂

関 口 正之(第 一研 究室)

②宇佐神宮の神輿障f絵 について

④宇佐神宮の神輿障}㌃絵

④宇佐神宮の神輿 障 チ絵 につ いて

美 術 研 究28949・2
1

美術 部研究会48・5

美術史学会全国大会48・5

■

中村伝三 郎(第 二研究室長)

②平櫛 川中 一 人と芸術 一 形 象12

②荻原守衛 一 その生涯 と芸術 一一(中)5美 術 研究290

③美術館にあ る"都 宝"に ついて 一 ベルナールの浮彫 「舞踏」 一

美術館ニ ュー ス267

③菅原安男教授退官記念展 によせて 東京芸 大陳列館 ・同彫 刻展目録

③石井鶴三氏 を悼む 三彩302

③ 「明治時代 の彫 刻」展に寄せて 奈良県 立美術館 ・同展 目録

③ベ ナ ンッオ ・ク ロチ ェッテ ィ氏 と私 現代彫刻 セ ンター ・同展 目録

③児玉 幸雄 さんと私 日動サ ロン ・同 洋画個展 目録

⑤明治時代 の彫刻 につ いて 奈良県 立美術 館

⑥黒田清輝没 後50年 記念展 に寄せて(座 淡会 ・隈元謙次郎 ら三氏 と共 に)

南 日本新 聞

⑥蓮田脩 五郎展をみて 三彩309

⑥ 日展をみ て(日 本画 ・洋画 ・彫 塑 ・L芸)東 京新聞夕 刊

48・4

49・3

4

4

5

9

9

1

9

.-
,

48

娼

娼

娼

娼

娼

娼

48・9

48・11

48.11

29



⑥ ジ ャ コ モ ・マ ンズ ー と佐 藤 忠 良(座 談 会 ・司会) 三 彩31249・1

関 干 代(主 任研究官)

② 一L川麦仙

③川合玉堂筆 「逝 く春」

⑤明治宮殿杉戸絵 について

日本 美術100号

月刊文化財ll5号

美術部公開学術講座

9

4

0

°

°

q

娼

娼

娼

坂 本 満(第 二 研 究 室)

① 世界版 画大 系 第5巻(J.ア デ マ ール,吉 川 逸 治 氏 と共 同編 集,翻 訳 ・概 論 執 筆)

筑 摩 書房48・5

① 同t:,第6巻48・7

① 同 量:,第7巻48・9

① 同L,第8巻48・11

① 同i.,第9巻49・2

① ゴ ヤ ・巨匠 の 世界(J.グ デ ィオ ール,神 吉 敬 三氏 と 分担 執筆,ゴ ヤの 版 画 担 当)

小学 館48・5

② 眼 鏡 箱 ・遠 近 法の 虚 と実 本 の 手 帖849・1

③1キ リシ タ ン美術 の 再 発 見 ・西洋 と 日本 の 出会 い 」展 を 見て 「視 る」8049・l

ULaMissioncatholiqueetIapeinturedustyleoccidentaldit"Namban"

auJapondelafinduXVIeetdudebutduXVIIesiecle

XXIIICongresointernaciona且dehistoriadelarte,

Granada(Espana)(ス ペ イ ン ・グ ラナ ダ 第23・ 国 際 美 術 史学 会)48・9

℃

o

陰里 鉄郎(第 二研究室ク

①萬鉄五郎(日 本の名画34)

②石川大浪筆 ヒポクラテス像をめ ぐって ミューゼ アム

②明治洋画 とフ ランス

②無形視覚の画家 ・中村舞

②森 田恒友の素描 の世界

30

講談 社

ミュー ゼ ァ ム268

現 代 の 眼226

絵117

三 彩309

4

7

9

11

11

娼

娼

48

妃

娼



V研 究活動及 び事業

②萬鉄 五郎(生 涯 と芸術 ・五)美 術研究29048・11

③亜欧堂 田善作 「西洋公園図」 とリゴー原画 「フ ォンテー ヌブロー宮」の銅版 画

美術研 究28848・8

④石 川大浪筆 ヒポクラテス像 とその原図 蘭学 資料研 究会48・lo

④オ ランダ所在の川原慶 賀作 品 につ いて 美術 部研究会49・3

⑥ オ ランダの司馬江漢 本の手帖648・7

⑥二科 ・院展 ・新制作 ・畷 評 畑 通信 望 ゜911

川上 浬(資 料 室長)

③文化大 革命中の中国出土文物図版解説

⑤ 日本 美術 と中国美術

屯月日羽「巨月ネ上48・7

君波 ホ ー ル48・7

上野 アキ(主 任研究官)

② アスタナ出土の伏義女蝸 図 について(上)美 術研 究292

③サー ・オー レル ・スタイ ンの こと(国 際版世界の美術 館 ・大英博物館)

講談社

⑥東洋美術作品解説 ・訳(〃)〃

49・3

48・10

〃

σ 江 上 緩(資 料 室)

② 東 亜 文 様 ・意 匠 の源 流 と展 開4～11日 本 美術 」二芸415～421,42347・4～IU,12

④ ブ リア美 術 館 蔵の 六道 図 一1造 して そ の動 物 表 現 に つい て 一

美 術 史学 会 全 園大 会47・5

鶴田 武良(資 料室)

③中国の現代絵画

⑥中国画壇の現状

東 京 セ ン トラル 美 術 館 ・中国 現代 絵 画 展 目録48・11

中 日新 聞48・11

河野 元昭(資 料室)

①尾形光琳(日 本の名 画5) 講 談 社48・12
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②校 刊 「薦雪翁追薦 展観 画録」

② 渡辺 始興筆 真写鳥類 図巻 につ いて 上

③ 若沖 ・粛 白 ・薩雪(水 墨美術大系14)年 講及 参考文献

③ 世界美術小 辞典項 目解説

③ 圓山応挙筆 東山三絶図補考

美術 研究28848・12

美術 研 究29049・3

講 談 社48・9

芸 術 新 潮28348・7

国華96348・11

④狩 野英信筆陽 明門壁 画につい て(保 存科学 部 ・石川陸郎 技官 と共 同発表)

美術 部研究会48・5

E科 学研究費題目

(IV予 算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

② 芸 能 部

芸能部は,日 本の伝統芸能の保存 に資するため に必要な基礎的理論的研究を行 う。

芸能 部は,演 劇研究室 ・音楽 舞踊研 究室 ・郷土芸能研究室 より成 る。

演劇研 究室 は,日 本 占典演劇を,音 楽舞踊研 究室 は,日 本 占典 音楽および 日本 古典

舞踊を,郷 土芸能研究室 は,全 国に分布す る民俗芸能を,そ れ ぞれの研 究対象とす る。

A研 究 。 調 査 活 動 の 概 要(昭.;,～ 昭49.3)

芸能 部全員 によ る共 同作 業として は,蓄 積 された資料の うち録 音テー プの継理に本

年度 の中心をu.い た。共同研究 は各室単位 に行な った。

演劇研 究室において は,(1)各 地の大学 ・図書館の演劇資料 の調査 ・撮影を続け,②

「歌舞伎 新報」の索 引 カー ドの作成を行 った。

音楽舞踊研 究室 におい ては,(1)能 の様式の研 究,② 寺院行 事の研究を続行 した。11)

については,能 楽全般 にわ たる構成および技法 の研 究成果を公表す る準備を 行な った。

なお,芸 能部録音室 において,「 年令経過 に伴 な う歌唱技法の変化の研 究」のための

初年度録音 を,観 世暁夫 ・野村耕助によ って行 った。

郷 土芸 能研究室 において は,沖 縄へ の渡航を は じめ,各 県 に出張 しての実地調査の

ほか,全 国 および地方 ブロ ック別の民 俗芸能大会 に出場 した芸能の撮影 ・録音を行 一,
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V研 究活動及び事業

●

た。

別に,音 楽舞踊 ・郷土芸能の両研究室で は,安 原 コレクショ ン邦楽 レコー ドの整理

を続け,「 音盤 目録」 皿の刊行準 備を進め た。

なお,各 研 究室 は人 員微少のため,随 時他の研 究室 員の参加を求め た。

本年度の刊行物 に,「 芸能の科 学」5と しての 「芸能論考」 Ⅲがあ る。

B研 究題目
■

浦 山 政雄(芸 能部長)

〔1〕 近 世戯曲の系統的研究

歌舞伎 脚本 ・浄瑠璃 丸本 ・役 者評判記 ・番付類の基礎 資料 によ り,近 肚戯曲

の歴史的変遷 を系統 別に検討 する。

〔II〕 歌舞 伎演出史の研 究

歌舞 伎脚木 ・役者評判記 ・画証資料な どによ る演技演出の歴 史的変遷 を,現

行の演 出と比較 し,歌 舞伎演技譜 の形 に して標準的演 出を記録す る。

中村 茂子(演 劇研究室)

〔1〕 かけ踊 の研 究

かけ踊の発生 ・変遷 および現状を 明 らかにす る研究

〔Q〕 長野県 における獅r舞 と若 昔組 の研 究

獅 チ神楽伝承の 組織 とその方法を明 らかにす る研究

宮本 瑞 夫(演 劇研究室)研 究員(非)

〔1〕 地方芸 能文化史におけ る舞台の研究

全国 に分布す る農村舞台のう ち,と くに人形劇 ・歌舞伎 な ど近世劇舞台の変

遷 ・現況を明 らか にし,あ わせて,そ の伝承芸能 ・文献資料 を殖集 ・調査す る。

〔n〕 字保期歌舞伎 の研 究

歌舞伎 台帳 ・絵入 り狂δ本 ・役 者評判記 ・番付な どによ る';2:保期歌舞伎の研

究。と くに,こ の期に活躍 した役 者兼作 者の市山助1`郎 の伝記 ・芸風 ・作劇

法な どの調査研 究。
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横道萬里雄(音 楽舞踊研究室長)

〔1」 能の様式の研究(共)

年間研究調査活動 に記 した通 りである。

(II〕 各宗派声明 ・寺院 行事の比較研 究

佐藤 道 子技官を中心 とす る研 究に参加 した。 σ

佐藤 道 子(ir.19楽 舞踊 研究室)

{ll寺 院行事の研 究

寺院 行31郵が内包す る多種 多様 な要素の中か ら芸能的 要素を 抽出 し,各 宗各派

にわ たる総 合的比較研究を行 ない,そ の変遷 ・分化をあ とづ ける。

(II】 能の様式の研 究

年間 研究調査活動の概 要欄 に記 した通 りであ る。

松 本 雍(音 楽舞踊研究室)研 究員(非)

11】 能の脚本史の研究

能の 脚本史におけるく 二場形 式〉 の成立過程について。

日D語 り物 芸能の 研究(共)

年間研究調査活動の概 要欄 に記した通 りであ る。

(Ill〕 能の様 式の研 究(共)

年間研究調査活動の概 要欄 に記 した通 りであ る。

三隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)

U」 沖縄の民俗芸 能の研究

琉球列 島の うち沖縄 ・宮古 ・八重 山に伝承 され る民俗芸能の実態調査 と,そ

の分 布 ・分類 ・技法,民 俗に関する研究。

Lll〕 民 俗芸 能の交流 ・伝播 に関する研究

全国 に分布 する民俗芸能の交流 ・伝播の様を,小 地域単位 に観察 し,わ が国

における芸 能伝承の論理を究明す る。

〔皿1〕獅 子舞 の研究



V研 究活動及び窮業

全国各地 に広 い分布を示す獅 」二舞 の調査研 究。

〔Ⅳ〕 民 謡歌詩集成 の研 究(共)

研究調査活動欄 に記 したの仲井幸二郎 の研究 に加わ った。

●

●

仲井幸二郎(郷 土芸能研 究室)研 究 員(非)

〔1〕 郷土芸能の研究

芸能の行な われ る場所,及 びその機会 に発唱 され る詞 章の芸 謡的要素 に関す

る研究。

〔Ⅱ〕 民謡の研究

特 に芸謡的 要素を持つ民謡 に関する研究。

〔皿〕 話 芸 ・寄席芸の研 究

邦楽 レコー ドを 通 して,落 語を主 として話芸 ・寄 席芸を対象 とす る近 世芸能

の研究。

〔Ⅳ〕 民謡歌詞集成の研究(共)

研究調査活動欄 に記 した通 りであ る。

C研 究 ・調査 活動(昭48.4～ 昭49.3)

浦山 政雄(芸 能部長)

近世戯曲の系統 的研究のため,東 京大学国語研 究室所蔵の 大惣本の歌舞伎台 帳を調

査 した。 また東京芸大図書館 ・国 立国会図齊館 ・早稲 田大学演劇博物館所蔵の浄瑠璃

丸本 ・番付類など に当り,公 表 資料を準備 した。

歌舞伎演 出史の研 究のため,歌 舞伎 音楽,特 に下座 音楽及 びチ ョボの五線譜化 の研

究を続 け,歌 舞伎 演技譜の表示方法 について研究考察 した。

中村 茂子(演 劇研究室)

かけ踊の研究については,主 に長野県 に伝 承 されてい る盆行'1∫と してのか け踊の資

料の収集を行な った。

獅子神楽伝承の組織 について は飯山地 方 ・須坂地方 におけ る資料 の収樂を行 ない,

あわせて(一供組 によ って行 なわれてい る諸行'1∫の調査を行な った。
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宮本 瑞夫(演 劇研 究室)研 究員(非)

機村舞 台の研 究のため,宮 城県名取郡秋保 ・埼玉県秩父 市白久 ・愛知 県北設楽郡 田

峰 などの近世劇舞台 およびその芸能を調査q己 録 した。

f:保期歌舞伎 の研 究の ため,早 大演劇 博物館 ・早大図書館 ・東京芸大図 書館 ・実践

女/'人 図蒔館 ・東大国文研究室 ・東京国立博物館 ・東洋文庫 などで,主 と して台帳 ・

役 荷,呼判記 などの調査 ・写貞撮影を行な った。

その他,「 歌舞伎評判記 集成」 「義太夫年表近世編 」の調査 ・編 集に参加 した。 ま

た,維 誌 「歌舞伎新 報」の索 引カー ドを作成 ・整理 した。

■

横道萬 里雄(醇 楽舞踊研究室長)

能の 様式 の研 究について は,年 間調査活動の概 要欄 に記 した通 りであ る。

各宗 派声 明 ・;r院行llトの研究 について は,東 大寺 ・延暦 寺,金 剛峰 寺 ・唐 招提 寺 ・

四 人llJf等 につ いて調 査を行ない,ま た本門 与 ・知恩院等 について基礎 調査を行 った。

佐藤 道子(.Y:f3楽 舞踊 研究室)

東大 与修 二会を中心とす る,全 国}櫻 古fの 悔過会 についての研究調 査は,41年 度

以降継続的 に実施 してい るが,本 年度 は,備 前西大 寺修 正会 ・東人 寺修 二会 について

凋 査を 行な った。

また,44年 度か ら実施 してい る延暦 寺の 主要行'1`の研究調査 について は,叡 山講 ・

長溝会 ・滋賀院行事 について調査を行な った。

その他,金 剛峰寺の弘法人師生 誕1200年 記念法会の調査,知 恩院 年中 行・1匹の基礎調

1'1:などを行 な った。

能の様式の研究については,年 間調査活動の概要欄 に記 した通 りであ る。

●

松 本 雍(音 楽舞踊研究室)研 究員(非)

能の脚本史の研 究のため,今 年 は修羅能を取 り上げ,特 に小段構成の分析 ・分類を

お こない,作 者別 の特徴 などを考察 した。また,演 能調査 も続行 した。

語 り物芸能の研 究,能 の様 式の研究については,年 間研究活動の概要欄に記 した通

りであ る。
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V研 究活動及び事業

三隅 治雄(郷 土芸能研究室長)

沖縄 の民俗芸能 について は,本 年度3回 にわ た って現地調査を し,エ イサー ・「」太

鼓 ・綱引 ・打花鼓 ・棒 ・獅子舞 ・組踊な どについて撮影 ・録 音を行 なった。

民 俗芸能の伝播交流 について は,鹿 児島県川辺郡坊津町 を中心 と した薩摩 半島 南部

地帯 の芸能を 各種調査 し,こ の地 方におけ る本 州文化 と南方琉球列島文化との交流の

様相 を観察 した。 また,長 野県 下伊那郡 地方 における獅r舞 の伝播 ・交流の調査研究

を行 なった。

獅 子舞 につ いては,神 奈川県足柄 ド郡宮城野村 ・静岡県周智郡森町 ・愛知県 南設楽

郡鳳 来町 ・長 野県飯田 市 ・ド伊那 郡高森 町 ・上伊那郡 中川村 ・辰 野町 ・駒 ケ根 市等の

獅 ア舞を 調査 し,撮 影録音を行な った。

その他,千 葉県館山 市のみろ く踊 ・長野 県L伊 川螺1辰野町の鉾 立祭な どの調査を行

ない,ま た例年の通 り全国民俗芸能人会等催 し物の撮影 ・録音を行な った。

仲井幸二郎(郷 上芸能研究室)研 究員(非)

芸能の行 なわれ る場所の研究に関 しては,そ の第1回 として 「境」 についての論考

をま とめ,発 表す るとともに,次 回のテーマ 「道中の芸能」に関 し,研 究 ・調 査を続

行 してい る。

民 謡の研究 に関 して は,各 地 民謡 歌詞 のカー ド化を続け,さ らにその うちか ら,芸

謡的 要素 をもつ民謡歌詞の選 別を行 な っている。

止紀各 テーマの研究 ・調査を目的と して,本 年度 は茨城 県方面の現地採 集調 査を行

な った。

また,民ii歌 詞集成の研究 につ いては,各 地伝承の民謡歌詞を既刊書 目 ・現 地調査

資料 等か ら採集す る作業 と,そ の絶理 ・分析を続 けるとともに,民 謡歌詞 調査 表 につ

いての検 討な ど,現 地調査のための準備を開始 した。
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①:著 書②:論 文③:解 説
D主 要 研 究 業績 ④:研 究発表⑤:講 演 ・放送⑥:そ の他

(昭48.4～ 昭49.3)

浦山 政 雄(芸 能 部長)

②絢交ぜ と世界 芸能の科学5

(s)長谷川政春編 「折 口信 夫」 書評 「芸 能」15-4

(3)随想 心謎解色糸 国立劇場 プ ロ

⑤見得の 構造 朝 日講堂

49・1

48・4

48・6

48・12

中村 茂子(演 劇研究室)

(3)秋元松代著 「菅江 真澄」書評 「芸能 」16-249・2

宮 本 瑞 夫

(3)「万 有 百科 大 事典5・6」

(3)「学 芸 ドガ科'1喚1～3」

(s)お 正月 の 行'∬

(4)輪読 「百合 着 大 臣野 守 鏡 五段 目」

④ 狂 、ゴ本 「歌 枕廻 国 西行 法 師 」(共 同)

(4)岩瀬 本 「役 者 人 鑑 」 の成 立

(4)再 び 「役者 大鑑 」の成 立 につ い て

(5)口 本文 化の 民 俗学 的 な と らえ 方

㈹ 「歌 舞 伎 評 判 記 集 成3・4」 供 同)

⑥ 翻 刻 「歌枕 廻 国 西 行 法師 」(共 同)

(演劇研究室)研 究員(非)

小学館

旺文社

報54

近松 の会

近松 の会

評判記 の会

近松 の会

早 大日本語教育公開漕座

岩波}難・店

立大 日本文学31

4
2

m

2

1

7

9

㎎

2

娼

49
娼

49

49

娼

娼

娼

49

7

7
2

3

1

48

48

娼

49

横道萬里雄(音 楽舞踊研 究室長)

(2)能における 「越天楽今様 」の摂取

③ 能楽研 究の展望(共 同)

④舞 楽の楽曲構成

⑤ 文化財 と しての能

芸能の科学5

文学7

研究所開所記念講演会

金沢婦人文化会館

49・1

,・

48・11

48・10
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佐藤 道子(音 楽舞踊研 究室)

②神名帳 一 その性格 と構成 一

松 本 雍(音 楽舞踊研 究室)研 究 員(非)

④乱拍 子の比較

⑥ 「槙風」 上演記録

⑥ レコー ド 「黒川能」解説

⑥ レコー ド 「能楽嘘f人 系」解 説(共)

三隅 治雄(郷 土芸能研 究室 長)

②世乞 いの まつ りと神 々

②小地域 における芸能の伝 播 と受容

③ 口本の道化

③民俗 芸能 の中の花

③ 神道 要語集 「翁」

④南島の芸能

⑤祭 りの歴 史

⑤ 日本 の民俗舞踊

⑤ 日本の伝統芸能

⑤民俗芸能 の変遷

⑤ 日本の民俗芸能

⑥国立劇場沖縄芸能公演監修

仲井幸二郎

②境の芸能

④歌謡か ら生 まれ た人物

⑥ はか られ た話

V研 究活動及び事業

芸能の科学549・1

能 楽 懇 談 会48・10

能 一研 究 と評 論 一48・12

朝 日ソ ノ ラ マ48・5

日本 ビ クター48・11

青 い海4.48・7

芸能 の科学549・1

悲 劇 爵劇73年548・5

朝8848・6

日木文 化 研 究所 紀 要3349・1

南 局 史学 会48・5

練 馬 区 市民 講 座48・5

鹿 児 島県 立 文化 セ ンター48・7

金 沢県 立能学 堂48・10

文 化庁 文化 財 指 導 者講 習 会48・11

八代 市文 化 会 館49・3

49・1

(郷土芸能研究室)研 究 員(非)

芸能の科学5

説話文学会

1三田の折 口信夫」

49・1

48・6

48.10
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1

E科 学研究題目

(Ⅳ 予算2科 学研究費補助金交付決定額の項参照)

(3)保 存科学部

文化財 の材質 ・構造の科学 的分析研究,並 び に文 化財のおかれている保存環境 の科

学 的研 究を行な い,こ れを基盤 と して文化財の保存 に関す る技術的研 究を してい る。

換 言すれば,文 化財の 自然科学的研 究,文 化財を資料 とす る科学技術史的研 究,文 化

財の保{f.のための科学 技術 の応用研 究の三方面があ る。

研究組織 と して は,化 学 研究室 ・物理研究f・ 生物研究室の3研 究室か らなってい

る。但 し修理技術研究室は本 年度か ら独 立 して修復技術部に発展 改組 され た。

化学研.U=lt,'`r?

文化財及 びその保存 に関す る化学 的及 び分析的調査研究並びにその結果の公表に関

す る業務を つか さどると規定 されてい る。即 ち文化財を構成 している各種素材の同定

・分析 か ら老化 ・崩壊過程 の究明とその防止の化学 的研究である。 分析 には微 量分析

及 び非破壊 分析を主 として行 な っている。又空気汚染の文化財への影響或は 徽 ・細 菌

および虫害防除の ための燃 蒸剤をは じめ 薬剤の適否,燃 蒸後の薬剤廃棄等 についての

研 究を 行な っている。

物PIS.研究室

文化 財及 びその保存 に関す る物理 的調査研究並び にその公表 に関する業務をつか さ

ど ると規定 され ている。文化 財 自身の構造 ・強弱 ・安定等研究のため,力 学的試験 を

行 ない或 はX線 写真 ・r線 写真等の特殊撮影を応用 してい る。又,文 化財の保存環境

に関 し,採 光 ・照明 ・温湿度 等の文化財 に及ぼす影 響 とその防止の研究を行ない,例

えば美 術晶の展示,収 蔵や梱包輸送 に関 し適正条件 の設定 と調節技術を開発す る一方,

新施設使 用の際の必要処 置の研究な どを行な ってい る。

生物研 究室

文化財及 びその保存 に関す る生物学的調査研究並 びにその結果の公表に関す る業務

をつか さどると規定 されてい る。文 化財 に使用 され又 随伴 している動植物 的材質の判

定を行な うとともに徽 ・細 菌 ・昆虫等 による文 化財 の被害 の防除の ため保存環境の改
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V研 究活動及び事業

善並びに徽 ・細菌 ・昆虫等の採取 ・培養 ・同定 並び に殺菌 ・殺 虫のための 薬剤 と方法

の開発を行な ってい る。

A研 究 ・調査活動の概要

特別研 究 「書院造等障壁 画保存の科学 的調査研究」 は昭和48年 度 で3年 計画を完t

した。一応 「保存科学」12号 に研究成果 の発表 をまとめて行な ったが,す べての問題

点 につき解決 が得 られ たわ けで はな く,今 後研 究を続行せねばな らぬ課題 も残 ってい

る。

保存科学 部が 主と して受 けた受託研究は加 曽利貝塚遺跡,中 田横穴,虎 塚 古墳 に関

す るものであ り,三 者 とも来年度 に継続す る。高松塚r墳 の保存につ いては当部は二

名の調査委員を送 り,部 全体 として これ に協 力 して いるが,こ れ を含めて地表及 び地

下の現象の研 究が増加 したのが本年度の特徴 であろう。

蛍光X線 ・X線 回折等 によ る非破 壊的分析 での材質同定 ・X線 ・r線 などの透視 に

よる内部構造 ・欠陥 などの解明等ほぽ常套 的となった研究手段 は引き続 き必要 ある毎

に利用 し,個 々の対象物の保存問題 解決 に役 立ててい る。今年度 は特 に桂離宮の書院

建築をX線 によ り調査 した。大気汚染 ・屋内汚染の研究,文 化財 中の有機材質 につい

ての研究 も引続 き行 な ってい る。

徽害 ・虫害防止 について も実 際問題 に数多 く貢献 してい るが,今 年度は新畑蒸剤バ

イケ ンの有効性を確偲 し,採 用を始 めた。

B研 究題目

登石 健 三(保 存科学 部長)

〔1〕 新施設 内の保存 環境

施設 建設過程 ・使用材料簿と屋 内汚 染との関係を実際 の新施設 につ いて調査

研究 した。

〔Ⅱ〕 地表 ・地下における水分移動とガス分布

遺跡 ・古墳 内等の状態 に関連 して一般論の考究。

〔皿〕 コンクリー トよ り発散 され る苛性 粒子の研究

〔Ⅳ〕X線 によ る透視研究(共)
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今年度 は特 に桂離官書院 の壁 内構造を調査。

〔V〕 特別研究 「書院造等障壁画保存 の科学 的調査研 究」(共)

総括及び剥離機構分担。

江本 義理(化 学研究室長)

〔1〕文化財の材質に関する研究

(11非 破壊的方法,微 量試料 による諸分析 法 とそれ らの精度 向上 に関す る研 究。

(2)文 化財の広範囲の材質の判定 と,そ れ らの劣化現 象,年 代,産 地の標準試料 の

材質に関す る分析データーの蓄積 。

〔II〕考占遺物,遺 跡に関する考 古化学的研究

埋蔵環境,発 堀時,保 管時における変質現象の過 程 および機構 の究明。

〔皿〕保荏環境の文化財に及ぽ す影響に関す る研究

ひ

■

城 敏子(化 学研究室)

〔1」 漆塗膜の硬化,劣 化過程 と古代 漆との関連の研究

赤外 吸収 スペ ク トルを測定 し,硬 化,劣 化過程を追求 し,占 代漆 の劣化の条

件を推定 し,保 存法を研 究。

〔[1〕 油絵の保存の研 究

日本特有の環境 の中 に保存 されている油絵の劣化現象を基礎研 究と実際の劣

化 との関連 をつけなが ら研究。

llll1新 建材の揮発成分の研 究

揮発成分を赤外吸収 スペ ク トルで測定 し,油 絵 や漆芸品 に及ぽす影響を研究。

〔Ⅳ〕 占墳 内の環境調査

(1)古 墳 内の温湿度 と壁 の含水率を測定 し,壁 画の変退色を見 る。

(2)古 墳 内の有機ガ ス及 び土壌 に含 まれ てい る有機 ガスの研究。

門倉 武夫(化 学 研究室)

〔1〕 文化 財の保存環境 に関す る研究

陳列室,収 蔵庫等の文化財環境 で悪影響を及ぼす因子を究明す るための調査
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測定を行な った。

〔Ⅱ〕 古墳 内部の環境 に関す る研究

古墳 内部空気を分析 し,そ の組成か ら保存方法,汚 染の防除方法を検討,続

行中。

〔Ⅲ〕 特別研究 「書院造等障 壁画保存の科学的調査研究」 一 環 境について 一

空気汚 染分担。

〔Ⅳ〕 くん蒸剤の廃棄処 理方法

石川 陸 郎(物 理研究室)

FI〕 青銅美術品の製作技法 に関す る研究

鋳造時 における金属 の組織 および加L度 を知 り製作技法 を解 明す る。

〔II〕遺跡保存に関 する研究

遺構 表面,貝 塚 断面な どの崩壊 防止のための 温湿度調節 によ る研究。

〔皿〕放射線による透視研究

文化財 内部構造,欠 陥等の解明。

〔Ⅳ〕特 別研究 「rt'Y院造等障 壁画保存の科学的調査研 究」環境 部門一 部分担。

三浦 定俊(物 理研究室)

〔1〕 古廼築 内温湿度の研究

外気 と室 内空気の相関及 び,そ の建築 様式 ・、Z地条件によ る違い等 について

の研 究

Ⅲ 〕 空気 ・木 材系 のシステ ム解析

空気湿度変化緩和材 としての木材の特性を解析 し,〔1〕 の研 究の基礎 資料

とす る。

〔皿〕 感湿 素子の開発

古文化財の保存環境測定 に適 した,高 湿度領域で信頼性 の高 い湿度計の開発

研 究 。

新井 英夫(生 物研究室)
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〔1〕 文化財の微生物劣 化に関す る研究

文化財の生物劣化 を微生物学的観点か ら研究す る。すなわ ち,各 種材質 の劣

化要因 となる微生物 の分離な らびに生育条件の研究。

〔皿〕 文化財の生物劣 化防除 に関する研究

文化財の劣化要因とな る生物の防除を 目的 と し,各 種 桑剤 の殺 菌 ・殺虫効果

及び防除方法の研究。

森 八 郎(生 物研究室)(非)

〔1」 文化財 の虫害劣化 に関す る調査研 究

文化 財の虫害劣化の 調査,す なわ ち,文 化財を加害す る昆虫 の採樂とその種

類の同定,被 害程度 ・状況な らびに発生原因 ・環境条件な どの調 査研 究。

[11文 化財の虫害劣化防除 に関す る研究

文化財の虫害 劣化を防 止す るためには,r一 防 と駆除の両面があ るので,こ の

見地か ら,防 虫剤な らび に駆除剤の効 力試験 とその使用法 に関す る研究。 と

くに,こ こ数年 来有機塩累系薬剤が公害問題で使用困難 となって きたので,

本年度 はこれ に代わる低 毒性薬剤の選出な らびに残留毒性の ない燃蒸剤の文

化財への使川 を検討 した。

C研 究 ・調 査 活 動(昭4&4～ 昭49.3)

登石 健三(保 存科学 部長)

高松塚の保存 に関 して,4,5,10月,49年2,3月 保存対策調査会 に出席 した。

又飛鳥保存財団の高松 塚保存整備委員会 に12月 出席 した。

埋蔵 文化財対策調査会 に専門委員と して参加,5月,6月(2回)会 議 に出席 した。

東京 国立博物館 に対 しては法隆 寺宝 物館の染織品保存に関 して4月 懇談会 に出席 し

た。又49年 度開催 され るモナ リザ展の展示計画 に参加 フランス側 関係者 との打合せ

会 議に川席 した。奈 良国 立博物館新館設立につ いて は前 々よ り技術的 な面で協 力 して

きてい るが,今 年度 は竣 工後の館内保存環 境の調査を行な った(5月)。 このほか館

内保存 環境 調査 を行 な った所 は,飛 鳥資料館(49年3月),「 群馬の森」 美術館(10月),

安房博 物館(11月)な どであ る。遺跡古墳 等の保存状態調査は受託研究と して受 け,

44



「

V研 究活動及 び事業

加 曽利貝塚遺跡 ・中田古墳 ・虎塚 古墳へ は随時 出張 して調査を行な った。地方博物館

設 立に協力,熊 本県(6月),岩 手県(8月)に 趣い た。宮内庁 よ りの秀嘱 によ り7

月,11刀 各数 日に亘 り,桂 離宮書院建築のX線 透視を行な った。

● 江本 義理(化 学研 究室長)

材質および考古化学 一 高松塚 古墳壁画保存 に関 し,保 存対策調査会(壁 画お よび

保存施設 部会,壁 画修復分科会)に 参加。現地調査に際 しては,石 室 内外の温湿度,

微生物 ガス濃度等の環 境変 化の基礎 データーの収集,壁 画状態の調査,イ タリヤ技術

者によ る壁画修復処理 に協 力,同 作 業時の石室内の空気浄化 に当った。(48.10)。 漆

喰層の研究において新知 見を得た。

福島県羽山横穴 古墳 において,現 状調査 と応急対策の助言 を行な った(48.6)。 荻木

県虎塚 古墳においては,未 開 日石室 内の環境測定に関 し現 場での事 前拘合せ(48.8),

開11直 後の調査,保 存対策応急処置の指導,イ1室 周 辺土壌 の調査(48,9)を 行な った。

福島県中田横 穴の壁 面の経年変化(48.7,49.2),北 海道 フゴ ッペ(余ll∫)手 宮(小 樽)

洞窟壁面および保存施設等の状況調査 に参加 した(48.11)。

環境の影響調査 一 奈良 国 立博物館新館の展示 環境調査(489,49.2),お よび京都

市・岡崎 市所在 の1電1:院等の障 壁画彩色層の劣化 に関 し調査を行 な った(49.2)。

見 城 敏 子(化 学研 究JL7't:'.)

rT日大社の収蔵庫の環境調査で
,ヒ ノキ材の使 用されて いる庫内の汚染雰囲気 に,

基礎研究を応用 し,効 果をあげ た。

新畑 蒸剤バイケ ン(弗 化 サルフ リル)が 顔料,油 絵,染 料等の材質に及 ぼす 影響を

研究 した。

中田横穴古墳 内の温湿度を測定 し,古 墳 内の温湿度分布を研究。又虎塚 古墳 横穴式

石室未開口時 の石室 内の温湿度を測定 し,空 気,土 壌を採取 し,研 究室 に持ち帰 り,

赤外吸収スペ ク トル で測定 した。

門倉 武夫 〔化学研究室)

文化財の保存,展 示 環 境 に及 ぼ す 汚染空気の影響を究明す るため,環 境空気 中の
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イオウ酸 化物,窒 素酸化物を測定 し,汚 染因'の 挙動,経 年変化 について検討中。本

年度は,従 来の調査地点 に富士美術館(富 士 宮市)陳 列室 内外5ケ 所を加えて測定 中。

奈良 国立博物館新陳列室内の環境調査(48.9),イ オ ウ酸化物等 の測定を有 な った。

x,新 造の東京国 立博物館収蔵庫内 部環境 について調査を行ない続行 中。

特別研究に関して京都 市内6寺 院の欝院内外合計10ケ 所で障壁 画環境 の空気汚染因

∫㌦を測定 し,報 告書を作成 した。

占墳内の保存環境の研 究と して虎塚古墳(勝 旧llf)に おいて発堀 中(48.8)及 び埋

尻 し後'Y'1経 過 した内部聖気 を分析 した(一 部受託)、、又中田横穴古墳の内部環境 につ

い て人室 によ る内 部空気 汚染状況を 調査 した(受 託)。

文化財 くん蒸後の薬剤処理 方法 を実験 し,吸 着筒 を試作 しテス ト中であ る。

◎

石川 陸郎(物 理研究室)

受託研究 と して加曽利貝塚の保存環境 について湿度調節を行 ないなが ら111ti断面の

保、i④`rあた っている。 また福井県武生の暑内山 占墳の調査 に参加 した。特別研究の 一・

環と して京 都二条城,南 禅 芋において年間を 通 して温湿度記録を行い障薦卿IIの保存に

つ1て の基礎 資料 を作1戎した。新築 博物館 ・美術館等の保存環境 および展示施設 につ

いて指導 を行 った。 その 内訳 は茨城県歴 史館,瀬 戸内海歴 史民俗 資料館,町 川市郷 卜

賓料館,岩F県 民会館 およ び群馬の森美術館:rが 調査対象であ る、,

桂離 宮内1辱院の壁体のX線 透視を行い,解 体修理の ための基礎 資料を提供 した。

三浦 定俊(物 理研究J7)

咋年よ り継続 して京都府浄瑠璃寺本堂内の温湿度 記録をと り研 究をiJ'なってい る。

また,秋 には浄瑠 璃寺三 重塔 ・海住山寺五重塔 ・醍醐 寺五重塔の温湿度 と板絵 のfu`UIL

を行 った。

新築博物 館の保 存環境調査 として,瀬 戸内海歴史民 俗資料館の調査を行 った。 また,

東京国 立博物館新収蔵庫 内の温湿度 について も継続調査 を行 っている。

新井 英夫(生 物研 究室)

石造文化財の生 物劣 化に関 して,劣 化 した石材(凝 灰岩 ・砂岩 ・花 商岩)の 微生物
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分析を実施 した。

昭和46年 に入手 した新嫌蒸剤バイケ ン(フ ッ化 サルフ リル)の 協同研先で,微 生物

の殺菌効果を分担実施 中。従来の市販 の燃蒸剤より材 質への影響の少ない こと,殺 虫

効果,木 材への浸透性 の優れて いることが判明 しているの で,町fU郷 土資料館 におい

て文化財の被覆燃 蒸を実施 した。その他,燃 蒸 に関 しては,春 日大社の新収蔵庫 にお

いて密閉燃蒸,高 山族民俗資料 の調 査および誠圧燃蒸を実施 した。

遺跡 については,受 託によ る加曽利貝 塚,中 川横穴保存状態調査を継続 して実施中

であ り,こ の 間 に,羽 山装飾 占墳,虎 塚 古墳,岩 内 山占墳 において も保存科 学的調査

・研究 に参加 した。

鎌倉大仏のハ トの被 害が懸念 され るの で,現 地調査の後,防 除対策を 提出 した。

森 八 郎(生 物研究室)(非)

昭和48年 度蟻L7L7緊急調査 事務連絡会議(文 化庁建造物ll果主催)に おいて,シ ロ アリ

に関 し地方文 化財担 当者に講 演 ・指導 した(48・5)。

当所 において台湾 高山族 の民族資料の 虫害調査及び燃 蒸殺虫を行ない珍種 マダ ラシ

ミを同定 した(48・7)。

新燃蒸剤弗化サル フ リル(商 品名バ イケ ン)が 浸透力,殺 虫力,文 化財材 質への影

響少の点で優れてい ることを確認 し,わ が国始めての被覆焔蒸を町田 市郷 土資料 館に

おいて実施 した(48・10),、

第1回 アジア地域文化財保存修復研修 コースにて,文 化財 におけ る虫害の諸問題 に

つ き講演,デ モ ンス トレー シ ョンを行 な った(49・2)。

慶応 大学 において行 なわれ た燐蒸法 の実務講習会(社 団法人 日本 しろ あり対策 協会

主催)に おいて,建 造物の被覆燃蒸法 に関 し講演及 び実務指導 を行 な った(49・3)。

①:著 書② 二論文③:解 説
D主 要 研 究 業 績 ④:研 究発表⑤:講 演 ・放送⑥:そ の他

(i}召48.4～49.3)

登石 健三(保 存 科学部長)

②}曾銅器の科学的鑑識(共 著)考 古学雑誌5948・12

②胡粉盛 り上げ彩色の剥離 保存科学1249・3

③特別研 究 「書院造等障壁画保存の科学的調査研究」について 保存科学1249・3
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⑤ 保存 科 学 昭 和48年 度 文 化 財 建 造 物 修 理 主 任 技 術 者 講 習会48・7

(5)文化 財 研 究 所 の 業 務 と鑑 定 第 四 回鑑 定 技 術 研 究会49・2

⑤ 温湿 度 測定 第 一 回 ア ジ ア地 域 文 化 財 保 存 修 復 研 修 コー ス49・2

⑥Artandarchaeologytechnicalabstracts一 抄 録 報告

AATAAbstracts48

●

江本 義理(化 学研 究室 長)

②装飾 古墳の保存科学 「装飾 古墳 と文様」古代史 発堀 講談社

(2)障壁画彩色層の変質について 保存科学12

②障堕画の環境に及ぽす汚染空気の影響(共 著)保 存科学12

②彩色 占墳:福 岡県 王塚 古墳,熊 本県 チブサ ン古墳 内の微生物 調査(共 著)

保存科学12

(4)石遭文化財 におけ る材質劣化 の実例 第:三回 文化 財保存科学研究協議会

(4)文化財の材質研究 鑑 定に関連 して 第四回鑑定技術研究会

⑤文化 財の保存科学r1然 保護 ・文化財保護 シンポ ジウム 日本科学者会議

(5),虹6財 の材質判定 第 一回アジγ地域文化財保 存修 復研修 コース

⑤ 空気 汚染 と文化 財

O
Q

3

り0

0
σ

0
σ

Q
U

4

4

4

49・3

,・

49・2

49・2

49・2

49・2

見城 敏 子(化 学研究室)

(2)膝塗膜 に関する研 究(第3報)色 材協会誌48・7

(漆塗膜 の硬化 および劣化過程の赤外 吸収 スペ ク トル変化 およ び漆1:品 保存に関 す

る考察)

② にか わの劣 化と顔料の変退色 保存科学1249・3

④ 漆中の凝和物 第四回鑑定技術研 究会49・2

門倉 武夫(化 学研究室)

②障壁画の環境に及ぽす汚染空気の影響 保存科学1249・3
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V研 究活動及び事業

石川 陸郎(物 理 研究室)

② 青銅器の科学 的鑑識(共 著)桝f学 雑t:WL'P59348・12

②書院内の保存 環境 につ いて 保存科学1249・3

④ 日光東照宮陽 明門 両袖板壁唐油彩画のX線 透視 美律商`研究会48・5

⑥国宝金銅壷鐙 の科学的 調査研究 宮地嶽 占墳 出土1-1nn修浬報{午書43・9

新井 英夫(生 物研究室)

② 中等生物教育における微生物(共 著)日 本細菌学雑誌28-3

②町 田郷 土資料 館におけ るバ イケ ン燃 蒸(共 著)保 存科学12

②障壁画保存環境におけ る微生物 保存科学12

②未発堀古墳の微生物学 的研 究 考占学雑 誌59-4

④石造文化財の生物劣化 第3回 文化財保存 科学研究 協議会

⑤ 木材の生物劣化 とその防除

昭和48年 度文化財建造物修理主 任技 術者 講習会

●MicroorganismsiciCulturalProperties

第1回 アジア地域文化財保存修復 研修 コース

⑥ 紙本保存 の手引(監 訳 ・共著)日 本博物 館協会

,・

49・3

49・3

49・3

,.

48・7

49・2

,;

森 八 郎(生 物 研 究 室)(非)

●ExplanationandEvaluationofTwoElectronicTermiteDetectors,

ComparingtheSonicDetectorinJapanwiththePhysionics

TermiteDetectorinAmerica

HiyoshiScienceReview(KeioUniversity)1148・9

② 町 田郷 土 資料 館 に お け るバ イケ ン煉 蒸(共 著)保 存 科学1249・3

④ 国 宝 重要 文 化 財逮 造物 の シ ロア リ被 害 の 緊急 調査(静 岡 県)(共 同 研 究 発 表)

日本応 用 動 物 昆 虫学 会 大 会48・4

⑤ シ ロア リの 話 慶 応i二学 会48・4

⑤ シロ ア リの基 礎 知 識 と蟻 害 調査 法 お よ び 防 除 対策

昭 和48年 度 蟻 害 緊 急 調 査 事 務 連絡 会議(文 化 庁 建 造 物 課)48・5
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⑤ シロア リの被害 と対策 北海道建 築指導 セ ンター講演会

⑤ シロア リの恐怖TBS

⑤ シロア リ目 ド北上中NHK

⑤木造建築物の虫害

第1回 しろあ り問題 ゼ ミナール(日 本 しろあ り対策 協会)

⑤ 白蟻の生態 と防除

神奈川県職 員(農 業総合研究所 ・園芸試験場 ・病害 虫防 除所職 員)研 修会

⑤文化財 における虫宮 の諸問題

第1回 アジア地域文化財保存修復研修 コース

⑤燃薫法燃蒸処埋実務 講習会(日 本 しろあり対策協会)

⑤ しろありの昆虫学的知識および被警 と探知

しろあり防除講習会(日 木 しろあり対策協会)

⑤ シロア リ 環境衛 生セ ンター講栂会

⑥紙本保存の手引(監 訳 ・共著)El本 博物館協会

⑥ シuYリ ペ ス トコン トロール4(日 本ペ ス トコン トロール協会)

E不 斗学 研 究 費題 目

(IV予 算2科 学 研 究 費 補 助 金交 付決 定 額 の項 参 照)

F

　1
,
_
_
,

〔皿〕
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48・11

49・2

49・3

49・3

49・3

49・3

48・4

48・6

受 託 研 究

加曽利貝塚遺跡 保存

前年度 の予想 の裏付 けが実験的 に確実 に現 われ た。貝廟断面の一部を仕切 り

実験 コーナーと して空気湿度 を上げているが,徽 や藻類の繁殖を如何 に防 ぐ

かの問題が依然残 ってい る。更に一 ケ年,防 徽剤を如何 に適 用す るかを実験

的 に研究す る。

中田横穴保存状態調査研究

入 口は硝子窓 によ り仕切 られてい るが,外 気温 は多少影響を及ぼすの で,内

部空間を通 して季節 により反 転す る水 分の流れが生ず ることが分かった。 こ

の ため壁 面のうち蒸発の おこる部分には蒸発期間の後 には析 出物 が溜 ること

●

い



V研 究活動及び事業

●

にな るが,そ の量は年 々減少 している らしい。減少が'ド実とすれ ば工ll臼こよ

る一時的流下 物増加が析 出を目 、r.たせ ていたと考え られ る。この確認 のため

もう一年研究を継 続する。

〔Ⅲ〕 虎塚古墳石室彩色壁画保 存のための調査研 究
ロ

この 古墳 は発堀時に於 いて開放以前の内 部状態を調べ る便宜を'チえ られた唯

一の もの であ り,発 掘以前の状態 を知ることがよい保 存状態を保つLで のr・:

要な要素 である。一度 は発掘 され たが,再 び埋め戻 されてい るので,引 き続

き凋査研究 し,元 の状態を明 らかにす る.df'u>>iで進めて いる。

(4}修 復技術部

昨年度 まで保存 科学 部の 一研究室で あった修理技術研 究室が1今 年度か ら修復技術

部として発展改組 され た。 これ は文化財の修復に関す る科学的,技 術的調査研 究 とそ

の公表を主務 とす る部で,保 存科学部が,主 に文化財の保全 に係わ る科学的分析研究

を司 る部であ るのに対 し,修 復技術部 は,老 化破損 し,あ るいは後 世の付加物 のある

文化財 について,も との1Eし い状態 に修理 し,あ るいは復原 す る方法 についての科学

的,技 術的研究を担当することとなる。研究対象 と しては,絵 画,!茸}跡 彫刻,工 芸

rann,考 古資料等は勿論木造建造物組物や細 部に描かれ た絵.石 造構造物 に及ぶ極めて

広範囲の文化財があげ られ る。

部長 一名が統宰 し,第 一修復技術研 究室三名,第 二修復技術 研究室二名 の人 員構成

によ り発足 した。

第一一修復技術研究室

木材および漆を主材料 とす る文化 財の修復 に関す る科学 的,技 術的 調査研究 とその

結果の公表を 主務 とす るが,現 在 は石,金 属 その他の材質の もの も研究対象と されて

い る。将来第三研 究室開設が 可能にな った場合 は,そ こで,石,金 属,土 器,ガ ラス

等の材質か らなる文化財 の研究が行なわれ る予定である。

第二修復技術研 究室

紙,布 または皮 革を材料 とす る文化財の修復 に関する科学的,技 術的研 究とその結

果の公表 とを主務 とす る。
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両研究室と もその研 究内容 は,有 形文化財を構成 してい る材料,構 造,製 作技法 に

ついての研究 と,そ れ らを修復 す るため の伝統技術の整理大系化と科学的裏付け,そ し

て さらに科学的な材料,技 法 の修 復へ の応用,開 発のための臨床的な研究などか らな

るもので,と くに材質強化,補 強,接 合 剥落防止,朽 損部充填等 につ いて,各 種の

合成樹 脂の応用 と技法の開発に主眼がおかれ ている。

それ らの研 究過程 にお いて は,保 存科学 部との共同研究 が必要な部分 もあ り,ま た

部内において も,一 つの文化財が二つの研究室にまたがる複合的な材質か らな る場合

も 彰く,そ れ らについて は両研究室 員に よる共 同作 業によ って研究が進め られてい る。

A研 究 ・調 査 活 動 の 概 要(昭48.4～ 昭49.3)

禦㌻別研究 「書院 等陳壁 画保存の科学的調査研究」は本年度,三 ケ年計 画の研究を完

/し たが,当 部も修 理技 術研 究室時 代に引続いてその研究を保存科学部 と分担 して実

施 してお り,そ の成果 は 「保存科学 」12号 に発表 した。

受託研 究は,(1)紙 本墨画作品の マ ジックイ ンク汚損の除去法に関する研 究,12)三 重

県愛宕山 古墳 出土押出仏 修復処置 の研究,(3)洋 犬図絵馬の汚損ク リーニ ングの研究,

(4)'i手県堀野 古墳 出土蕨 手大刀の 保存修復の研究,⑥黒漆塗鞍 の居木一具の木質強化の

研究,(6)京都東福寺三門天井彩 色保存処UYLの研 究などを実施 した。詳細は受託研 究の項

に記すが,そ の 内容 は,紙 本 ・板絵の ク リーニ ング,彩 色剥落止,漆 芸 品の 材質強化,

金属製品の強化補修等多岐 にわ たった。

その他の研 究につ いて は,新 設の修復技術部と して,修 復 に関す る研 究の基礎 資料

の整理充実を 目ざ し,従 来の実査記録等の整備蓄積を促進す ることに重点がおかれた。

修復記録 のカー ド化を 目ざ し,そ の記載様式を決 め,カ ー ドを印刷 したの もその 一つ

であ り,次 年度か ら本格 的な整備が開始 され る予定で ある。 その他の各個研究要項 は

次 に記す通 りである。

B研 究題 目

岩崎 友吉(修 復 技術 部長)

〔1〕 遺跡遺構の保存に関する研究

〔II〕 壁 画の保存修復に関する研 究
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〔皿〕

(N)

(V)

〔w〕

(11[)

絵画資材の研 究

古代 ガラスの研究

文化財保存修 復に関する内外 の術語集成

文化財保存修 復技術の国際基準 に関す る研 究

障壁画の保存 修復に関す る研 究(共)特 別研究

V研 究活動及び事業

9 西川杏太郎(第 一修 復技術研 究室 長)

〔1〕 文化財の修復 技術の調査研 究

過去の 修埋 記録 および実査 データに基づ く修復技 術の細部についての分析研

究。主に伝統 的技 術を 中心 とし,こ れに科学 技備が どのように応川 され得 る

かを究明す る。

〔II〕文化財の伝統 的製 作技法 の研 究(特 に彫刻 について)

修復技術研 究のために,作 品が どうい う材質を用 いてどのように造 られ てい

るかについての技法 的研 究。実査を混え た資料蒐集 とデータの 蓄積。

〔皿〕 木彫像の彩色 技法 の研 究

1記 の 目的か ら,木 彫像の 表面 に塗 られてい る彩 色の技法の実証的な研 究。

実 査資料の 整理 蓄積。

〔Ⅳ〕 土中 に埋 もれ ていた押 出仏 の保存処置の研究(共)

主 に破片とな って土中よ り取 出され た押 出仏の復元に当 って,他 の伝世押 出仏資料

写真およ び技法研究文献を整理 し,こ れ を擦 り所 と して処 澱が適確 に行 なわれ ること

を 目的 と した研究。

中里 寿克(第 一修復技術研 究室)

〔1〕 文化財の伝統 的技法の調査及記録作製(特 に漆芸品,木 工芸品 について)文 化

財の修 復と保存 の前提 となる技法 と施 ⊥二工程 を究 明 し体 系化す る。又材質及

破損原因の 究明も行 う。

〔Il〕 平安鎌倉時代 漆芸 技法の実証的研究

主 に平安鎌 倉時代の漆芸品 についてX線 透視,実 体顕微鏡等を用い材質,構

造,施 工法 の調査研 究を行 う。
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〔皿〕 障壁画の技法 に関す る研 究(共)

特別研 究 「書院等障壁 画保存の科学 的調査研究」の一部を 分担 し,絵 画技法

等 について調査 し,結 果を まとめ る。

a

茂 木 曙(第 一修 復技術研 究室)

〔Il文 化財の科学的保存技術の実施研 究

建造物及 び美術[芸 関係の彩 色等の合成樹脂 によ る保存の ため の技術的研究,

〔田 受託研究による文化財の科学 的保存技術の実施研究

(III1牲 別研究 〔書院等障壁 画保存の科学的調査研究〕(共)

樋口 清治(第 二修復技術研究室長)

lI[紙 本,絹 本の 保存処 置に関す る研究(共)

紙本の クリーニ ングの研究および絹 本修 理川補絹 の電f線 照射 による劣化 に

ついて。

〔田 障壁画の剥落どめに関す る研究

特別研究 「且吐1:院等 障壁 【画保存の科学 的調 査研究」の 一部(共)

〔11B出 ヒ遺物の保存処 置の研究(共)

出土の丸木舟や金属製 品な どの修復 処齪

〔Ⅳ〕 木造文化財修理 における合成樹脂の応用

腐朽木材の樹脂含浸強化,可 塑性人工木材

〔V」 石 造文化財修理 におけ る合成樹脂の応用

増 田 勝彦(第 二修復技術研 究室)

〔1〕 文化 財修復技法(特 に装 濱技術)の 調査研究 と記録作成

〔II〕#1紙 技法 に関す る研究

C研 究 ・調 査 活 動(昭48.4～ ↓9.3)

岩崎 友吉(修 復技術部長)

高松塚古墳壁画の保存修復
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秋季開封 に際 し,イ タ リアか ら招致 の壁 画保存修復の専門家 と共同作業を行 い,壁

画の危険 な部分 に対 し応急的固定 作業 を行 った。 また実験 室内で石灰 を枯 らす作業は

続行 中であ る。

窯跡保存処置指導

前年度よ り継続 の美濃地方 を中心 と した窯跡保存 作業の指導を おこな った。
,

防錆塗料 の実験

鉄 に対 し二 ・三の防錆剤cス プ レー)に つき長期間経過後の効果を観察 した。

浅 草寺絵馬 保存修復処置指導

丸木舟保存修復処置指導(県 立 竜ヶ崎 第1高 校)木 彫 彩色剥 落どめ調査(増 上寺)

障壁 画保存状態調査(天 球院,東 福 寺,大 樹寺)東 南アジァ留学生 に対す る講義

(ユネスコ,ア ジア文化 センター)国 際保存 セ ンター第7回 総会お よび第20,21回 理

'1`会に政府代表と して出席 した
。

1 .

西川杏太郎(第 一 修復技術研究室長)

三 重県津市古墳 内の土に埋 もれ た押 吊仏 の保存処置(受 託研究)に 際 して,伝 世現

存の押出仏 資料 および写 真,文 献の蒐築整理を行ない(488)処 置作業時 の参考 に供

し,処 槻終r時 の色合せ仕1:に 際 して美術的な立場か らの検 討を行 なった。

文化財 の修復記録を統 …した蒔式で,整 理 しカー ド化す るための記載要項 の検討作

成(共)を 行 なった。(48・10)

福 島市教育蚕員会か らの要請 で,同 市岩谷磨崖 仏の 保存修復の ための事前調査を実

施 した。 これは 自然の岩 山に刻 まれ た仏像であ り,事 前に,地 学的調査,岩 山の排水

機構 についての調査 ・年 間を通 じての気象条件の測定等を十分 に行な った上で,修 復

を行 なうべき猛 また処iは,岩 の亀裂接合 にエポキシ樹脂 グラウ ト工法,岩 表 面の

剥落防止 にエ チル シ リケー ト含浸が有効であることを指導 した。(樋 口室 長と共同調

査,48・12)

彫刻の製 作技法研 究について は,京 都周辺および山陰地方の実査を行な い,既 に実

査の済んでいる物件 について は,資 料整埋,図 化等を実施 した。(48・7～49・3)

中里 寿克(第 一修復 技術研究室)
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受 託研究

「押出仏修復」 に関 して は樋口技官 と三 重県津市博物館 に赴 き,運 搬の為の補強処

置を行い,ア トリエに搬入後,処 置施コニ・ 「黒 漆居木の強化処 置」に関 しては,PSNY

6に よ る木質強化を行 ない,可 塑性入工木材,木 尿等 によ る塗漆膜の補修を行 った。

特別研究

1月 末に智積院,養 源院,天 球院,大 樹寺 を調査。3ケ 年 の調査結果を保存科学12

}}に まとめた。

漆芸品の調査

中尊'鯖 衝,秀 衝金 棺を調査。東博蔵鳳 鳳円文螺錦唐櫃,藤 田美術館蔵蒔絵 手箱,

東博蔵推朱類 等を調 査。

その他

宮内庁乾門修 理に関 し,樋 口技官 と木部補填処 澱について指導 した(11月)。 福 島

県中川横穴,清 戸迫 古墳を調査(7月)。 茨城県立竜 ケ崎高校蔵丸木船 の保存処醒 を

共同で行 った。

戊 木 曙(第 一修復技術研究室)

受託研究によ る束福 寺三門天井彩色の保存処 澱法の研 究を行 な った。

特別研究の 担当部門に当たる書院造 り等,障 壁 画の合成樹脂等 による剥落 どめ処 置

後の軽年変化,損 傷 の現状等の調査を行な った。

樋口 清治(第 二修復技術研 究室長)

第 …修復技術研究室に協力 して,受 託研究三重県津rl∫出土の押 出 仏 の 保 存処 置 を

実 施 した。これ は銅板がほ とん ど錆 びて消滅 し,金 箔のみ,ま たは痕跡 だけになった

押 出伝を,合 成 樹 脂処 置を施 して土塊 より分離 し,陳 列 可能なまでに修復す るもの

であ るが,こ の処置 は技術的 に初 めての試みで困難を きわめてお り,次 年度 に続行す

るr定 である。この他紙本のマジ ックイ ンキ汚損の処置を検討 した。また二戸市 出土

の 「蕨手 大刀」の修復処置をおこない,刀 身と鞘を分離 して保存す ることがで きた。

韓園中央博物館へ出張し,武寧王陵 出土の木製品の保存状 態および保存処 置に関 して

調査 した。(48・9)
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V研 究活動及 び事業

茨城県 竜ケ崎 市出土丸 木舟の修復処置を指導 した。 これ はll吐 後自然乾燥 して収縮,

変形 して一 部崩 壊 した ものを イ ノシアネー トの含浸強化,ア ラルダイ トSV426の 充

填,接 着で整形 して 修復 したが,結 果は良好であ った。また宮 内省乾門修理 に際 して

人工木材 の応用を指導 した。

■

増田 勝彦(第 二修復技術研究室)

泥 間似合紙 に描かれ た水墨画上にマ ジックイ ンキで落書 され たものの溶出試験 を受

託研 究によ り行 った。(48・9)

酒井抱 一筆洋犬図絵馬の ク リーニ ングを受託研究 によ り行 った。(43・10)

拘紙技法 と しての箔拘紙製 作、[程を 金沢の箔打職r房 で調査 ・記録 した。(48・10)

D主 要研 究 業 績(①:著iii②:論 文

送 ⑥:そ の他)

③:解 説 ④:研 究発 表 ⑤:講 演放

日沼不048●4～ 配{49●3

■

岩崎 友吉(修 復技術 部長)

①標本類の保存r撚 史博物館の収築活動

②障壁画の剥落 どめ について 保存科学12

② 文化財保存修復に おける二三の根本問題 保存科学13

②修復技術 部に おけ る保存修復記録 カー ド作成について 保存科学13

③文化 財保存 に関す る用語をめ ぐって 博物館二.zス(日 博協)

③ 「保存」とい う用欝吾について 博物 館二z一 ス(日 博 協)

⑤石 造文化 財保存に関す る外 国の 事例 文化財保 存科学研究協議会

⑤ 史料 の保存科学 困立 史料館講習会

⑤ 仏像復活NHKTV

⑤ 文化 財保 存修復に おけ る根本方針

ユネスコ ・アジア文化 セ ンター研修 コース

⑤ 考古学遺跡の保存修復 ユネスコ ・アジァ文化 セ ンター研修 コース

⑤ 文化財 の ク リーニ ング ユネスコ ・アジァ文化セ ンター研修 コース

⑤文化財の材質 と損 壊 ユ ネスコ ・アジァ文化 セ ンター研修 コース

48・6

49・3

49・3

49・3

48・6

48・7

,・

,・

49・2

49・1

49・2

49・2

49・2
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西 川杏太郎(第 一修復技術 研究 室長)

②彫像 の玉眼法 にっい て

① 木彫像 皿〈 「重要文化財」2(共 編)〉

① 日木彫刻史基礎資料集成 重要作品篇1(共 編)

⑤ 古美術品 の梱包技術

⑤ 伝統技法 と科学技術

⑤ 文化財複 製(み ん なの科学)

⑤ 舞楽面とその遺品

⑤ 彫刻のみかたにつ いて(鎌 倉地方彫 刻を中心 に)

仏教芸術91

毎 日新 聞

中央公論美術出版

日通美術梱包職員研修 会

第18回 文化庁 修理技術者(美 術工芸品)講 習 会

NHKTV

開所記念講演会

神奈 川県 文化財保護推進研 究大会

⑤ 臼木彫刻の特 徴 と修 復技術

第 一回ユネスコァジァ地域文化財保存修復研修 コー ス

② 仏像修復技術研究序 、1色1保 存科学13

48・4

48・5

48・7

48.7

48・10

as・ii

48・11

48・11

49・1

49・3

中里 寿克(第 一修復技術研究室)

②科学処理一遺材処理の実際 ・E文法隆寺羅漢堂復原工事報告書

② 京都'r院 障壁[}lli彩色o)現 状 保存科学12

②建造物等彩色保存処 置一一ii'(共)保 ずr科学13

②E文 新潟県議会lr職'1`堂中心飾 りの保存処置(共)保 存科 学13

② 中尊寺金色堂漆 芸部材 の修復(下)保 存科学13

⑤ 日本 の木漆二r技法 と修 復技 術

ユネス コァジア地域文化財保存修復研修 コース

48・12

49・3

49・3

49・3

49・3

49・2

●

茂 木 曙(一 一修復技術研 究室)

② 醤院 造 り建造物 中の障壁画 に対す る合成樹脂等に よる剥落どめ処 圃歴及び現状

保存科学1249・3

② 重要民俗資料荒川神社及び 白山媛神社船絵馬保存処置 保存科学1349・3
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V研 究活動及び事業

樋 口 清治(第 二修復技術研究室長)

② 障壁 画の合成樹脂によ る剥落 どめ処ll'1の問題点 保 存科学1249・3

② 観音 山古墳 出土鉄器の保存処 置について(共)保 存科学1349・3

② 重要文化財新潟県議会 旧議事堂 中心飾 りの保存処置(共)

{呆イ字不斗学1349●3

② 鉄錆 に埋没 した銀象嵌の露 出処 置(共)保 存科学1349・3

④石造文化財修復におけ る合成樹 脂の応川 文化財保研 こ}学研 究協議会48・9

⑤建築素材の化学的補修材料 にっいて

48年 度文化財建造物修理主任技術者講1丹会48・7

⑤ 金属と石の修理 第18【・】文化ti二修Fll技術者(美 術1:芸 品)養 成講習会48・10

⑤ 出土品の保存技術 アジァ地 域文化財 保存修復研修 コー ス49・2

⑤ 修復材料一主 として文化 財修理 にお ける合成樹脂の応用について

アジア地域文化財保存修 復研 修 コース49・2

増 田 勝彦(第 二修復技術研 究室)

⑥ マジ ックイ ンキ汚損の ク リーニ ング試験 報告(共) 受 託 研 究 報it・..(r,,r-t49・3

E科 学研究費題目

(本年度科学研究費補助金交付なし)

F受 託研究

〔1〕 紙本墨画作品の マジックイ ンク汚損 の除去 に関す る研究(香 川,妙 法寺)

前年度の研究によ って提起 され た余 白部への再染 着の問題 は,活 性 白土

の使用に よって解決 した。 しか し本紙 と同種の泥 間似合紙 のマジ ックイ ン

キについては,紙 中に抄 き込 まれた泥土が原因で,他 の紙 と同様 の溶 出効

果を あげ ることは出来ない ことを確認 した。
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〔II〕 出 上押 出仏修復保存処置に関す る研究(三 重県立博物館保管)

三 重県津市内の古墳の床土に圧 着 し埋 もれた状態 のまa出 土 した押出仏

で,銅 板は大方腐朽粉化 し,鍍 金のみ,土 に印象 された仏像の表面に付着

してい る状 態の もの,裏 返 しの状態の もの等が見 られた。処置 は押出仏 面

を清 掃 し,そ こにアク リル樹脂を厚 くかけて補 強 し,次 に土中 より剥 ぎと

り,他 の面の 土を除 去 してそこに塞天を流 して固定 し,次 にこれ を容器に

人れてア ク リルを溶解 し,露 出 した押 出仏の裏 面を最終 的にエポキシ樹脂

で補強す るものである。押 出仏 は土塊表面にみ る4枚 のほかに,土 塊 中よ

り新 たに人小6枚 の押 出仏 が発見された。来年度残余の処置を行 なう 予定

である。

ⅢD洋 犬図絵馬の汚損 ク リーニ ングに関 する研究(東 京,総 持寺)

画 面全体に わたる長期間の燃 煙による滑れ と,昭 和41年 の火災時に受 け

た消火液 の流 ド跡の ク リーニ ング,並 に彩色麟 に見 られ る剥離 部に対す る

剥落1Ly)処 置を行 った。水溶性の汚れを和紙の 水張 りに よって溶出吸着 さ

せ,剥 落止めには アク リルヱ マルジ ョンを使川 した。

〔IV〕 蕨手大刀の保 存修復の研究(岩 手県二戸 市教育it会 保管)

この蕨 手大刀は,岩 手県二戸 市堀野 古墳 出土 の もので,錆 によ る損傷甚

だ しく,崩 壊 ・」前 の状態で あ った。残存する鞘 の木質部は ウオ ッシュコー

トの含浸 で強化 した後,全 体をMV.1の 減圧ii浸 で強化 した。型取 り樹

脂で 刀身を型取 りして,樹 脂模造を造 り,そ れに鞘の木質部分を着せ,考

古学的見地か ら修復 した。鞘の内側に残 ってい た痕跡に より,錆 のため部

分的 に崩壊 して不 明であ った刀身の長 さを復原 することがセ きた。

〔V〕 黒漆塗鞍 の居木二枚一具の木質 強化処 置に関す る研究(茨 城,鹿 島神宮)

この鹿 島神宮蔵の黒漆居 木は重文梅竹蒔絵 鞍 と一具を なすもの と考え ら

れ るもので あるが,全 面 に虫蝕朽損が甚だ しく海綿状 となり塗漆の剥離 も

生 じてい るので,現 状保 存を 目的とする木質の強化と漆 膜の保存処置を行

った。処置は まずPSNY6を 全体 に塗布含浸 して固化 させ た後,可 塑性

人工 木材,木 尿等を用いて浮上 った漆膜を接着 した。漆 膜欠損部 は木尿及

漆下地を もって充填 した。

o
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(VI)

V研 究活動及び事業

国宝東福寺三門天井絵 彩色保存処 置の研究(京 都,東 福 与)

三門 内部彩色の保存処置 と しては,同 門の修復の ための解体前,昭 和41

～43年 度 に応急的 に実施 して いる。n同 解体を終 り紐上げ前に本格的な保

存処置を行な おうとす るもので,そ の処 置法の研究を行な った。その結果

紙の剥離に対 してはペー ス ト状 のア クリル変性酢酸 ビニール樹脂 をrEr _,

顔料 の剥離に対 しては、 アク リルエマルジ ョンを使川 して接蔚 す ることが

適当 と判断 された。その処法 に爪い て,来 年度には現場'∬務所 の手で全休

に亘 っての保存処 置が行 なわれるr定 であ る。

2.事

(1)出

業

版

A美 術 研 究

6

昭 和7年1月 創 刊,昭 和48年3月286}}を 発行。当研究所 美術 部の調査研 究の成果

を公表するため の機関誌。 主と して所属研究員の執筆 にかか る論文 ・研究資料 ・図版

解説 ・美術関係文 献の校刊等を掲 載 し,と きに所外研 究者の寄稿 を受 け ること もある。

A4版,tt7本 文42頁,原 色図版1,単 色図版8,各 年度6冊 刊行。

昭和48年 度(第287号 ～第292号)「 美術研究」所 載の論文等 の題 目は次の とおり

であ る。

〕畦律∫ωF5ヒ287}}1昭 杓】48イr5ノ」

〈論文〉

紀三井寺護国院 と観心寺の観 音立像 猪川 和子

仲猷祖關 ・無逸 克勤の来朝とそ の著賛作品 海老 根聡郎

く研究資料 〉

吉ui忠氏蔵 古写本 『こわたの時 雨』公 刊 下 田村 悦 」二

美衡研究288号 昭和48年7月

く論文〉

御物 伏見天 皇寅翰伊勢物語 について 一原家旧蔵伊勢物語 絵巻
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の断簡一 田村 悦子

附造像様式成立 考 一と くに北周廃仏 と関連 して一 松原 三郎

く図版解説〉

亜欧堂田 善作 「西洋 公園図」 とジ ャック ・リゴー原画 「フ ォンテ

ー一又ブロー宮」の銅版 画 陰星 鉄郎

く研 究資料〉

漬雪翁追薦展観画録 河野 元昭

美術研 究289naj昭 和48年9月

く論 文〉

宇佐神宮の神輿障r絵 について 関口 正之

r平治物語」諸本中におけ る平治物語絵巻の位蹴 宮 次 男

美術 研究290,;昭 和484F11月

〈1倫文〉

湘辺 始興筆 「真写鳥類図巻」について(上)河 野 元昭

壕り原守 衛(中)五 一 その生涯 と芸術一 中村傳 こ郎

萬 鐵 五郎(五)一 生涯 と芸術一 陰!ll鉄 郎

美術研究291号 昭和49年1月

く論文〉

中部地方の古代銅像 久 野 健

渡辺始興筆 「真写鳥類図巻」に ついて(下)河 野 元昭

1:杉家伝来鎧下着 ・着込み ・頭 巾等四領二個 上

一伝上杉謙信 ・上杉景勝所用服飾類調査報 告六 一 神谷 栄 チ

美術研究292-号 昭和49年3月

く論 文〉

アスタナ出土の伏義女蝸図について 「上)上 野 アキ

『鳥獣戯画』甲巻の復原 上野 憲示

く図版解説〉

「鳥獣戯 画」 甲巻の残欠二種 一新 出本 と益 田家旧蔵本一 秋 山 光和

62

一



V研 究活動及び事業

B日 本美術年鑑

昭和11年10月 創刊,毎 年1冊(た だ し昭 和19年 ～21年 版 および昭和22年 ～26年 版 は

各1flf})出 版 し,昭 和49年3月 昭和48年 版 を刊行 した 。内容は,毎 年1月 か ら12月 ま

でのわが国美術界の活動 ・状勢 を記録 する もの で,美 術界年史 ・展覧会 ・物 故棉略歴・

雑誌 単行図]rii術 文献 目録 等を 収録 してい る。所内研究 員の調査,執 筆によ る。

C芸 能o)科 学5(芸 能論考3)昭 和49年1月

境の芸能

小 地域 におけ る民 俗芸能 の伝播 と分布

ヨ 乏野県飯田地方の練 り獅t一を中心に一一

能 における 「越天楽今様 」の摂取

絢 交ぜと世界

神名帳 一一その性格 と槽成 一

仲 井彰二郎

三隅 治雄

横道 萬里雄

浦lll政 雄

佐藤 道子

D保 存 科学

保存科学 第12'`,,昭 和49年3月

●

特別研究 「Tit院造等障壁ll珂保存の科学的 調査研究」につし、て 登石

書院 内の保存環境 につい て 石川

障壁 画の環境 に及ぽ す活染空気 の影響 門倉 武夫 ・江本

障壁 画保存環境の微生物 新井

京都 寺院 障壁画彩色 の現状 中里

書院造 り建造 物中の障壁画に対する合成樹脂等による剥落どめ処置及び現状 茂木

障壁 画等 の剥落 どめ につい て 岩崎

障壁 画の合成樹脂 による剥落 どめ処 置の問題点 樋口

胡粉盛 り上 げ彩色 の剥離 登石

β章壁画彩 色層 の変質 について 江本

健三

f郎

t

英夫

寿克

曙

友吉

清治

健三

義理
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にか わの劣化 と顔料の変槌色 見城 敏子

装飾 占墳,福 岡県 王塚 古墳,熊 本県 チブサ ン古墳内 の微生物調査

江本 義数 ・江本 義理

町田郷 上資料館 にお けるバイケ ン煉蒸 森 八 郎 ・新井 英夫

保存 科学 第13",;昭 和49年3月

文化財保存修復 に於 ける二三の根本的問題

lll:要民族資料 荒川神所船絵馬及白 山媛神社船絵馬保存処 罹

受託研 究報告第30号

r・:要文化財新潟県議会旧議 事堂中心 飾 りの保存処置

受託研究報告第31号

観 音山占墳 出 ヒ金1属製品の保存処 置について

'受1τLω1貧二報{㌣第32}}

金属製品の ク リーニ ングにおけるエァー ブラッシコの応用

鉄 銃で隠 された銀 象嵌 の露 出処㈹

中尊 芋金色堂漆 芸部材の修復(下)

彫刻修復技術研究序、言弛 一伝統技法 と科学技術一

k1!x'u物等の修 復における合成樹脂処置一覧

修復 技術部におけ る保存 修復記録 カー ドの作成について

岩崎 友吉

茂 木 曙

樋 日 清 治 ・中lll力 克

樋il清 治 ・中 里 寿 克

樋日 清治 ・育木 繋夫

中里 力克

西川杏太郎

岩崎 友 吉 ・中里 寿克

ギ}崎 友 占

●

Eそ の他の出版物

美 術 部

支那古版画図録

吉備大臣入唐絵詞

徽宗纂張萱禍練図

鳳鳳堂雲中供養仏

桃山時代金碧障壁画

(美術研究資料第1輯)

(同 第2輯)

(同 第3輯)

(同 第4輯)

(同 第5輯)

昭 和7

同9

同to

同11

同12
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○

富 貴寺壁画(

印度及南部 アジア美術資料(

光悦色紙帖(

菱田春草(

能恵法師絵詞(

宮素然筆明 妃出窄図巻(

日Z術 資料

同

同

日本 美術資料

同

近代 日本美術資料

同

同

墨跡 資料集

同

同

源氏物語絵巻

黒田清輝素描集

栄山寺八角堂

栄山寺八 角堂の研究

法隆寺金堂廼築及び壁画の文様研究

黒田清輝 作品集

東洋 美術文献 目録 明治以降昭 和10年 まで

同 続編 昭和11年 ～同20年

東洋 古美術文 献目録 昭和21年 ～同2541

美術研究索 引 第1号 ～第100号

美術研究総 目録 第1}}～ 第230号

高雄曼奈羅

同

同

ll犀j

l・1

伺

1・」

V研 究活動及び事業

第6輯)

第7輯)

第8輯)

"X91・ほ)

第10輯)

第11輯)

節1輯

節2輯

節3輯

算㍉4・1・ii

第5輯

第1輯

笛2輯

第3輯

第1輯

第2輯

第3輯

同

同

同

―司

同

1司

同

同

同

1'3

14

14

15

16

16

13

14

15

昭 和16

同17

同23

同24

「司26

同24

同24

同26

同24

同24

同25

同26

同28

同29

同16

伺23

「司29

同16

同40

同41

65



東洋 美術文献 目録 明治以降 昭和10年 まで(再 刊)同42

11木東洋 古美術文献 目録 昭和11年 ～同40年 同44

ほかに科学研究費補助金(研 究成 果刊 行費)の 交付を受 け,ま たは本研 究所の監修

で1{1行された図書 は次 のとお りで ある。

光学的方法 によ る古美 術品の 研究

東京国立文化財研究所 光学研究班編 吉川弘文館 昭和30

梁柵 美術研究所編 便 利堂 同32

醍醐 与'`1重塔の壁画 高11i修 編 占川弘文館 同34

'F安時代世俗画の研 究 秋 山光 和著 同 同39

近代 日本 美術の研究 隅 元謙次 郎著 人蔵省印刷局 昭和39

黒 川清輝 同 日本繕済新聞社 同41

芸 能 部

標準 目本舞踊 譜

音盤 目録1

芸能の科学1一 芸能 資料集1一 四世鶴i南 北作者年表

}等能の科学2一 芸能 資料集2一 鮫の神楽台本 集成

音盤 目録 皿

東人 与二月堂 観音悔過(お 水取 り)

東京f立 文 化財研究所芸能部監修

芸能の科学3一 芸能論考1

東京国立文化財 研究所芸能 部編

芸能の科学4一 芸能資料集3

東 京国立文 化財研究所芸 能部編

保存科学部(受 託研究報告)

重要文化財円成寺本堂内陣彩色剥落どめ他18件

昭 和35

同40

同41

同41

同45

ビ ク タ ー レ コー ド ―司47

平凡社

平凡社

同47

同48

昭 和35～ 昭 和42,
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V研 究活動及び事業

(2)公 開学術講座

美 術 部

昭和48年10月27日(土)13.30～16.30

於 日本 経済新 聞社小 ホール

1藤 原 時代 の彫刻 猪川 和子

藤原時代彫刻 の主要な基準作を,ま ず 中央作を尊像別に年代順 に配列 し,そ の展開

のあ とを整理 した。と くに四天王像 において,円 教 与,禅 定 与,善 水寺,法 隆寺等の

十世紀基準作例 に共通す る形制上 の一種 の完成,す なわ ち和様化 について指摘 し,作

家と願 主,作 品の形制の関連 について考察 した。 また,藤 原時代の 地方 作の,材 質、

技法の異 る諸作例をあげ,さ らに最近新 発見の胎 内1樹∫銘等 の紹介 を,ス ライ ドを用

いて行 った。

2明 治 宮殿杉戸絵 につい て 関 千 代

明治宮殿杉戸絵については,さ きに 「美術研究」(264,,)に その調査 報告を 発表 し

た。その際,杉 戸絵の制 作に関連 して,明 治前期におi'る 日本 画界 の概 要について述

べた。 しか し,公 開講座では,そ の後の研究 と資料発見によ って,日 本 画界の状勢 に

ついてかな りの具体性を もってMfr'1}を 明 らか にすることが出来た 。即 ち,大 規模な

懊国博へ の政府参同 と,そ れによ り齎 らされ た明治美術への影響,強 力 な 日本美術復

興の気運,..1884両 年 に開催 され た初の政府主催絵 画共進会の洋【匡【II不参加 と杉戸

絵制 作事業の関遅等が その主 な内容である。なお,杉 戸絵 につい ては,未 公開の カラ

ースライ ド80余枚を使用 し,紹 介 した。

L

芸 能 部

昭和48年12月6日(木)18・00～20・40

於 朝 日講堂

「歌舞伎の技法」

1見 得の構造

(1)見 得 の意 義:歌 舞伎 美の強 調とその方法

② 見得 の発生:元 禄歌舞伎 におけ る荒1∫`を中心に

芸能部長 浦山 政雄
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(3}脚 本に見 られ る見得:江 戸 ・大阪 ・世話 ・時代 ・歌舞伎十八番物等によ る比 較

(4)見 得 ときま り:そ の性格の異同

⑤ 見得の 分類:人 数 ・方向 ・姿勢 ・舞台状況 によ る分類

(6)特 殊 な見得:石 投げの見得 ・不動 の見得 ・元禄見 得 ・その他

(7)見 得の技法:IIl」代 ・世話 ・役柄 ・ぢ1言の様式によ る相違

2映 画 「近江湧氏 先陣館」

盛網陣屋の場 ■

(31開 所 記念 行 事

ll召不il48ぞト匹ど()芝f・1・1●}∵f「1三●イ彦そ夏す支v(こ∫剖≦)

昭 和48年11刀171113.0(?一 一16.15,1}{hk西 洋 美術 館、1亭畦堂 に お い て 「舞楽 」 に 関 す る講

韻 と映 画0)会 を 開 借 した,

1舞 楽lfliとその 遺品 修 復 技 術 部第 …修 復 技 術 研 究 室長 西 川杏 太 郎

1.舞 楽 の 源 流

朝鮮 半 島系 新 羅 楽,百 済 楽,高 麗楽

中 国 大陸 系 一llil'楽

南 方 系 度 羅 楽,林 邑 楽

北 方 系 一 渤 海 楽

な ど 舶来 の楽 舞 に 日本 在 来 の 楽 舞 一 久米 舞,楯 臥 舞,諸 県舞,筑 紫 舞 な どが 加

わ り,内 容 の 整理 が 行 わ れ,」 三朝 風 の 完成 形 態 が 作 り上 げ られ た と され る。

2.舞 楽 面遺 品 の盛 期 一 平 安 時代 ～ 鎌 倉前 期

3.舞 楽 の 地 方 普及 と舞 楽 面 の 遺 品

4.舞 楽 面 の形 の特 色(伎 楽面,能 面 との 比較)

5.舞 楽 面 の種 類(現 存 の もの)

きとく きとくこいくち ぱんこ な そ り

貴 徳 高 麗,右 貴 徳 鯉[]・ 番 子 高 麗,右 納 曽 利 高 麗,右

11,番 子2～62
ちきゆう

地 久 高 麗,右

4～6
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そ の 他

そまくしや

蘇 莫 者 唐 ・左 師f一 唐 ・ 左

りようおう あ ま

陵 王 唐,左 案 摩 唐,左

12
さんじゆ こおんじゆ

散 手 唐,左 胡 飲 酒 唐,左
11

げんじようらく しんとりそ

還 城 楽 唐,右 新 鳥 蘇

1
あやきり ごとくらい

綾 切 高 麗,右 胡 徳 楽

4

2.舞 楽 装 束 とそ の 遺 品

二 舞 楽 装 束 概 観

1イ)舞 楽 装 束 の特 性

(司 左 右 の 別

(ハ)形 態 上 の 種 類

常 装 束

蛮絵 装 束

禰 梢 装 束

三 舞 楽装 束 の遺 品

1イ)遺[]17料 の 主 な もの

(司

古 鳥 蘇 高麗 右 進 宿 徳 高麗 ・右

V研 究 活動 及 び事 業

善 薩 唐

わらべオい

帝 舞

じんのう
二 の 舞 唐,左 秦 王 唐,左

24
さいそうろう ばとう

採 桑 老 唐,左 抜 頭 唐,左

11

たい しようとく

高 麗,右 退 宿 徳 高 麗,冶

4～64～6
せつせん ころばせ

高 麗,右 石

6

芸能服飾の特徴,舞 楽装束 の特徴

遺品 資料 を通 して窺われ ること

(以上 を具体 例を引 きなが ら説明,

川 高麗,右 毘 八 仙 高麗,右
4

美術 部主任研 究官 川實 榮子

ス ライ ド使川,所 要時 聞約35分)

尚,映 画 「万歳楽」の前半は装束着装が サイ レン トで行 われており解説を必

要と したため,装 束の名称やIti装に関 する説明を田實 が担 当 した。

3.舞 楽 の楽曲構成 芸能 部費楽舞 踊研 究縛ζ長 横道瓜果雄

(1)唐 楽 と高麗楽 その楽器編成 と各楽器の特色。

(2)左 舞 と右舞 その伴 奏曲 と しての唐楽 ・高麗 楽との関係 。

(3)唐 楽伴奏 の舞曲構成 前奏曲 ・登場曲 ・間奏【111の各種 。当曲 と借用曲。退 場曲

の各種 。
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〔4}高 麗 楽伴 奏 の舞 曲構 成 同 上 。

(5)当 曲の 構成 序 破 急等 につ いて

(6)無 拍 節 曲 等の 合奏 法 序 吹 キ ・退 リ吹 キ ・追 イ吹 キ 。

(7)イi#1'1節 曲 の拍 節法 延 拍 子 ・早 拍 子 ・只 拍子 。八 多良 拍 子 。

(81斑 の 部 分 構造 出 手 ・乱 序 ・入 手 ・入 綾 ・詠 ・噺 。

(9)郷 の動 作 単 元 摺 ・披 ・立 ・踏 ・突 ・踊 ・伏 ・打 入 ・指肘 ・見 。

●

(4)国 際 国 内 関係

莫 術 部

国隙関係 と しては,美 術 部の 出版物,研 究資料 など各国 との交換が盛んに行われ,

また,外 国の研究者で当研究所 の研究 員の指導 を うけ,資 料を 利用 して研究す る者も

宅か 、た。 海外 出張 による調査研究については,陰 里鉄郎第二研究室員が近 世 ・近代

II本洋風美術 と西洋 寿術 との関係 につい て調査研究のため,文 部省在外研究 員と して

久野健が48年10月111よ り11月30日 までアメ リカ合衆 国連 合王 国,フ ラ ンス,イ タリ

ア,ギ リシャ,タ イへ出張 し,在 外 日本及 び東洋彫刻の調査研究を行った。

国 内におけ る活動 については前 記各項 に記 され てい る如 くであ るが,学 会関係 とし

て瞥 に美術史学 会,美 学会な どと接触 を密 に し,多 くの寄 与をな した。

芸 能 部

目木演劇学会 ・東rr.('・1!楽学会 ・歌 謡学会 ・中世文学会 ・近世文学 会 ・日本民俗学会

等 に研究員が参加 し,交 流 を行 なった。

保存 科学部 ・修復技術部

先年度よ り継続 して9韓 国よ りの2名 の研修員が48年4月 まで滞在 した。又メキ シ

コ文化博物 館修理課長 も本年度初めまで研修 の継続で止 った。

4fl修 復技術部岩崎室長が国際保存セ ンター総会および理事会 に出席 のため ローマ

に出弓長した0

4嘩 人民共和国出土文物展が東 京国立博物館 で開催 され るにつ き,5月 工作組 員数
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V研 究活動及び事業

名が来訪,二 部の業務 ・施設等を紹介 した。 又6月 には 文物 事業管ヨ麗局長王 冶秋氏外

13名 の来訪があ った。9月 には出版 印刷 代表団の高 女史の来訪を受 けた。

48年9月 修復技術部樋 口室長は武寧土陵出 土木製品 の保存処置調査助 言の為,京 都

国立 博物館 の併任 とな って韓国へ 出張 した。

9月 西独バイ エル ン州文化財鑑査官タ ウベル ト氏がlIq立西洋美術館 によ り招膀 され,

当所へ来訪,保 存 修復 に関連 する懇 談を行な った。

イタ リヤの壁画修復 の権威者モ ーラ氏 の一行が高松塚保存に関 して10刀f3,研 究

所を訪問,施 設を紹介 した。

その他個人 的な来訪 昔として アメ リカの メイヤー氏(1]月),台 湾 の張氏(12刀)が ある。

モ ナ リザ展 の準備 打合わせの為に来 日したフ ランス代表 苔の うちウール 女史が12月

来所,二 部の施 設を紹 介 した。

ユネス コによるアジア地域文化財保存 修復研修 コースが49年1刀 よ り始ま り,両 部

よ り合計8名 が講義を行 な った。又研修 員4名 の うち2名,フ ィリピンの ノリエガ女

史,タ イのパ イラタナ女史は実地研修 を当所で行 なうこと とな り,二 部の全11が これ

に当 った。この研修は49年 度 にまたが って半年間行なわれる。

48年7月,昭 和48年 度文化財建造物修理主任 技術 者講習会が国 立赤城}8ナ年の家で開

催され,登 石 保存科学部上乏(保 存科学),新 井 技官(木 材の生物劣化 とその防除),

樋日修復技術部第2研 究室長(建造物修理 における合成樹脂の応 用)が講師 と して講 義

を行 な った。

48年10月 修理技 術 者(美 術.1:芸品)講 孟iマ会に修復技術 部西川(修 復 技術一伝統 技法

と科学 技術),樋 口(合 成樹脂によ る金属および石造文化財の保存 と修復技術 につい

て)両 室長が講師を勤め た。

昭 和48年9月20U当 所別館会 議室 で,第3回 文化財 保存科学研究協議会を開催,文

化庁文化財保護部長,記 念物課担当官,美 術ll芸 課 ・建造物課の課長及び担当官,東

京国立博物館,東 京芸術人学 その他関係専門 家の出席 を得 て,「 石造文化財の保存修

復」 に関 して研 究協議 を行ない,人 きい成果 を得 た。

昭和49年2月28日 には,同 じく別館会議室で文化財保存科学懇談 会(第4回)を 開

催,文 化庁文化財1111{部長,鑑 査官をは じめ記念物 課担当官,美 術工芸課 ・建造物課

の課長並びに担当官 の出席を得 て,1κ{和48年度 調査研究概8要,昭 和49年 度 調査研究計
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画概 要,国 際 保存 セ ンターに関す る事項,国 内外 か らの研修 員 ・研修生の受入 れ等 の

報告を行ない,昭 和49年 度特別研究,昭 和49年 度受託研究,昭 和49年 度保存科 学 シン

ポジウム,研 究テーマ選択 の方 向,そ の他 につき懇談 し,意 見交換を行な った。
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Vl研 究 施 設 ・.設備

M研 究 施 設 ・ 設 備

1蔵 書

美 術 部

東洋 古美術 近代 日本美術 西洋美 術関係を主と して,和 漢(26669)洋l」 芋(3545)

を合 わせ て,30,214冊,ほ かに美術関係雑誌,売 立 目録類及 び拓本があ る。

芸 能 部

雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗 芸能 ・寄席芸 その他わが国の伝統芸能

の研 究に必 要な図 井3,661冊 を所蔵す る。演芸画報 ・歌舞伎新 報 ・歌舞伎(第1次)・

テ ア トロ(第1次)・L方 ・民俗芸術 ・日本民俗 ・芸能復興 ・郷土研究 ・旅 と伝説等

の雑誌,丸 本 ・謡本等の台本 も収集 している。

保 存科学部 ・修復技術部

古来 の伝統的{:産 及び 一L芸技術 書,技 術史,ま たは数少 ないそれ らの科学 的究明 を

試みた もの,修 理 報告 井,調 査報告ik,及 び化学 ・物理 ・生物学 部門の保存科学 に

関連 ある和洋rrtを合わせて1,612冊 を収集 している。

昭 和47・48年 度 の 新蔵lll:数は 次 の とお りで あ る。

美 術 部 『 能 部 保 存科 学 部 ・修 復 技 術 部

区 分 一一　一　 計

和 漢lll:洋 陛 旧漢 爵:洋117:和 漢 書 洋 書

!1召和]47舞こ度473冊}25fll}123111}-29Ⅲ}12-Hf}一 一一662flit
コつ 　

昭 和48年 度591〃38〃212〃-48〃27'・896冊
一 一1-

2資 料

美 術 部

主 として写真による美術研究資料であ るが,そ の収集の目的は,内 外の資料を あま

ね く収集 ・整理 ・保管 して・その完壁な収災箇所と して美術 の研 究に資す ることで あ

る。 この趣 旨に基づ いて設 、Z当初か ら写真撮影によ る資料 の作成 をは じめ,印 刷物を
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phiしてこれに加え る等その収集 につとめている。資料の 内容 は,日 本美術 ・東洋美

術 ・西洋美術お よび明治 ・大正美術 に大別 し,さ らにこれを絵 画 ・彫刻 ・工芸 ・建築

'rig分 類整理 してい る。その数は特別 大型の ものか ら小型の もの まで,約13万 余。写

真資料のぼかに印譜 ・図版 カー ド等があ る。

芸 能 部

レコー ド・録 音テー プ ・写真(8ミ リ ・16ミ リシネを含)等 によ る芸 能資料を多数

そなえてい る。 レコー ドには毎 年各製作会社か ら発売 され る伝統芸能関係 レコー ドの

ほか1昭 和35年 度文部省機 関研究費によ って購入 した安原 コ レクシ ョンレコー ド5,450

枚が含 まれてい る。安 原 コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわ た って刊 行され

た各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近 代 におけ る邦楽の実態 と変遷 を知 る上で 貴

重な資料 である。録音 テープ及 び写真 は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・邦楽 ・邦舞 ・寺 院行 那

・民俗芸能その他の伝統芸能を対象 に記録 して きた もので,奏 演法の解析 を中心と し

た写夷 ・テープ,あ るい は各種文書の記録写真等 も含んでい る。種別 による所 蔵数は

次のとお りである。

曾 一

区 分 レ コ ー ド 録 音テープ

シネ フ イル ム

写
8% 16%

一

昭和47年 度 5,815枚 1,650本 141本 3本 多

245枚 90本 27本 0 多

一 　

昭和48年 度
一 一一

計
一

6,060枚 1,740本 168本 3本 多

真

「
数

}
数

数

3機 器 ・設 備

莫 衛 部

光学的研 究設 備

光学 的鑑 識法を東洋 古美術品の研究 に応用す ることは当研究所 において既に戦前か

ら企画 され ていたが,昭 和27年 度 にはそれまでの予備的研究成果 と海外 におけ る研 究

設備を参考 とし,科 学研究費(機 関研究)の 交付を 受けて本格的な設備を整え るにい

た った。その後 も技術的な進歩 に即応 して新規の装置を加え,美 術史学の実証 的研 究

?4
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VI研 究施設 ・設備

に多大の 貢献をしている。現在の主要設備を類別す ると次の とお りであ る。

IX線 透過撮影装置

(1)可 搬式 白色X線 装置1式

② 可搬式 ソフテ ックス装置(J型)1式

〔3)可 搬式 ソフテ ックス装置(新J型)1式

(4)携 帯用 ソフテ ックス装 概(E型)1式

II紫 外 線照射装 槻

〔1)固 定式照射 装置2台

② 可搬式照射 装ll」1(ブイ リップス紫外線 ランプ及 び専用 トランス)2台

(3)携 帯川紫外 線検 査器1台

皿 ナ トリウムランプ照射 装置2台

Ⅳ 赤外 線暗視iikt及 び間接撮影装置

V顕 微鏡装置

(1}双 眼実体顕微鏡及び写真撮影装u-.1式

(2〕 新型双眼実体 顕微鏡及びカ ラー顕微鏡写真 同時撮影装置(可 動 支持台及び携帯

川スタ ン ド)1式

(3)検 査顕微鏡用側視鏡ユニ ッ ト・モ ノフ ォ ト装置1式

Ⅳ マイ クロ写真関係設備

に)マ イク ロ写 真撮影装置1式

(付自動現像機.プ リンター,引1[職,乾 燥機等)

(2)ポ ー タブル ・マ イク ロ写真撮影装置1式

13)マ イ クロ閲読機(ル ーモ社製)3台

(4)リ ーダープ リンター1台

芸 能 部

各種伝 統芸能の記録及 び分析研 究の ための設備 ・機器を所有する。

1設 備

録 音室(遮 音壁 を備える)・ 調整室 ・視聴室(舞 台を備え る)・ 資料室 ・図書

室
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皿 機 器

ピッチ レコー ダー

テープ レコーダー

ビデオテープ レコー ダー

16%撮 影機

16%映 写機

8%撮 影機

8%映 写機

35%写 真機

35%マ イクロフイルム解読装置

16%シ ネフイル ム分析 装置

ステレオ音声調整卓

ス ピー カー

スタジオ用照明器具

保存科学部 ・修復技術部

主 な研 究設備

装 置 名

走査 型'電子顕微鏡(JSM-50A型)

恒 温恒湿槽

サ ンシャイ ンウェザーメーター

真空凍結 乾燥 装置

紙 耐揉強度 試験機

光電分 光光度 計

発光分光分析 装置

蛍光X線 分析 装置

可搬式蛍光X線 分析装置

X線 回折 装置およびデバイ

シェラー カメラ,ラ ウエカメラ
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式1

説 明,目 的,性 能 等

o°～40°C20～90%

劣 化促 進 試験 機

自記

標準型及び非破壊用大型試
料台つき

現場可搬用

結晶同定

数 量

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1
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X線 発生装 置 中間硬度

真空 蒸着装 置 表面薄膜 形成

金属顕微鏡

生物顕微鏡

表面アラサ顕微鏡

万能顕微鏡

Co‐sor線 線源 透視用3c及 び0.2c

ガイガー ・ミzラ ー計数 装置 放射線測定

自記 分光 放射 計 光の分光測定

ガス クロマ トグ ラフ ガス分析

(水素イオ ン化検出器 ・熱伝導 検出器 ・熱分解 装置付)

回折格子 自記赤外分光光度 計

ノノ

引張試験機

自動記 録式示差熱天秤

炭素 ・水素 ・窒素分析 計

誠圧含浸装i

減圧殺虫 装置

超低温槽

冷却遠心機

粒度分布測定ii'

熱膨張計

レオメー ター

直読式動的粘弾性測定 器

ライ

工業用X線 発生 装概

万能試験機(島 津,

トガ イ ドカ ラ ー メ ー タ ー

赤 外顕 微鏡 他上記機械 附属

5ka

オ ー トグ ラフ)

一50℃

一一5℃ ～5℃

粘性試験用

備設●設施究研

-

¶
■
▲

-

2

色 彩測 定

200KVP,8mA

イ ンス トロ ン型,10ト ン

96

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

文化財の 特殊性 として,材 質の劣化現 象究明の ための試験機類,非 破 壊的方法 によ

る材質調査 のための分析 機器類,及 び微少試料の分析,調 査な どに用い る顕微鏡類な
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どで あ る。

4黒 田記念室

記念室は,本 研 究所 の創 立者故帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念す るため に

uKけ られ たもので,黒 Ⅲ清輝の油絵 ・素描 ・画架を 陳列 してい る。

収蔵 されてい るもの は,油 絵125点 ・素描170点 ・ス ケ ッチブック等若{一一である。

これ らは創 、Z当時主と して黒田家か ら寄贈 され たものであ るが,そ の後,樺 山愛輔

黒 川照 イ、 田中良氏等か らの寄贈 もふ くまれて お り,随 時陳列替を行な ってい る。 毎

週木曜 日午後1時 か ら4時 まで一般 に無料公開 して いる。陳列品の主な ものは,「 知

感情」 ・ 「花野」 ・ 「湖畔」 ・ 「赤髪の少女」 ・ 「もるる日影」 ・ 「温室花壇 」等 で

ある。

,

黒田子爵記念室観覧規程

節1条 本研究所の黒 田 戸爵記念室(以 下単 に 「紀念室」とい う。)は,こ の規程 に

よって 一般 に公開す る。

節2条 観覧は無料とす る。

第3条 観覧者 は,備 付けの帳 簿に現住所,氏 名を記載 し,掛 員の指示 を受 け るもの

と ケる。

第4条 陳列品の模写又は写真撮影を希望す る者 は,予 め轡面 によ り届 出で許`1を 受

けなければな らない。

第5条 観覧者は,記 念室内において左の 真項を行 って はな らない。

1陳 列品 に手を触れ ること。

2イ ンク ・墨汁等を使用す ること。

3飲 食及び喫煙をなすこ と。

第6条 観覧者が この規程 に違反 し,又 記念室公開の趣 旨に反 す る行為 があると認め

るときは,退 場 を命ず ることがあ る。

第7条 観覧の 日時 は毎週木曜 日午 後1時 か ら同4時 まで とし,観 覧を停止す る 日は

左 の通 りとす る。
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VI研 究施設 ・設備

■

祝 日

開所記念 日(10月18日)

年末年始(12月25日 か ら翌 年1月6日 まで)

夏期(7月21日 か ら8月31日 まで)

第8条 本研究所 において必 要があ るときは,前 条の 日時を随時 変更することがある。

但 しこの場合 はrめ 掲示 す る。
●

5閲 覧 室

本研究所美術 部の図井及 び研究 資料 は主 と して研 究者 ・学 者 ・美術関係専攻の学生

等 に公開 してい る。年間の閲 覧者数 は,延1,000名 程度であ る。

〉

}
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員職V皿

1現 職 員

昭 和49年3月30f1現 在

所 属 官 職 名 氏 名 入所年 月日
一

所 長 関 野 克 昭27.4.1

庶 務 課 課 長 鬼 山 光 義 45.4.1

課 長 補 佐 1工十 嵐 春 雄 47.4.1

庶 携 係 係 長 羽 川 吉 一 is

文 部 事 務 官 松 本 多賀子 39.6.16

嘱 務 補 佐 員 斎 藤 靖 子 46.4.1

会 計 係 係 長 大 釜 一 也 37.1.16

}こ 任 本 村 伝 一 34.4.1

作 業 員 高 谷 た ま 39.4.1

1拝 務 補 佐 員
根 本 久 美 子 48.3.22

〃 山 ド 房F 48.?.12

作 業 補 佐 員 大 塚il=.司 44.1.6

美 術 部 部 長 岡 畏 三 郎 20.5.15

主 任 研 究 官 ヒ 野 ア キ 17.11.3

〃 関 千 代 18.12.15

〃 柳 沢 孝 21.9.30

〃 Ⅲ 村 悦 子 22.6.16

〃 宮 次 男 30.9.1

〃 猪 川 和 子 22.6.27

〃 田 実 栄 子 23.3.31

第 一 研 究 室 室 長 久 野 健 20.5.31

文 部 技 官 関 口 正 之 42.2.1

研 究 員(非) 秋 山 光 和 42.2.1
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第 二 研 究 室 陳

文

盗 料 室 室

文

芸 術 部

演 劇 研 究 室

肖:楽舞踊 研究室

郷土芸能研究室

保 存 科 学 部

化 学 研 究 室

物 理 研 究 室

生物研究室

1専

文

部

文

室

文

'
、
・.

4

部

室

文

文

文

飽

33

41

21

23

認

47

⑯

21

30

36

飢

39

砿

%

鋤

必

翫

妊

飢

翫

鉱

29

訟

娼

姐昭

郎

満

郎

浬

工

緩

良

昭

次

正

良

雄

雄

子

夫

雄

子

雍

雄

郎

三

理

夫

子

三

郎

俊

三

夫..、里二伝鉄ミ武.兀弘和昌政政茂瑞萬道治幸健義武敏健陸定健英村本里L雄上川野本川保山山村本道藤本隅井石本倉城石川浦石井久中坂陰川永江鶴河橋市野浦浦巾宮横佐松一.一仲登江門見登石三登新ー　伽

長

官

長

官

員

官

長

獺

官

㎝

長

官

㎝

長

㎝

長

長

官

轍

官

棚

官技技職技務技員技員員技務技務技
　部"部"""門"部励 部撒 部棚鰍 部"励部"跡部一

W職 員

昭22.10.1

33.10.1

41.4.1

21.2.28

23.9.3

,・

47.12.1

46.10.1

21.6.15

30.7.1

36.10.1

27.10.1

39.7.1

41.5.1

283.16

30.5.16

44.9.1

2ア10.1

41.5.1

27.10.1

27.4.1

32.5.1

29.9.1

32.4.15

..

45.9.1
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づ

調査研究員(非) 森 八 郎 昭48.4.1

技 術 部 部 長 岩 崎 友 吉 勿.4.1

一 修 復 技 術

究 室
室 長 西 川 杏太郎 48.7.1

文 部 技 官 中 里 寿 克 39.1.1

専 門 職 員 茂 木 曙 29.7.1

二修復技 術
究 室 室 長 樋 口(i'i治 37.11.1

文 部 技 官 増 田 勝 彦 ,.

 

復

第
研

第
研

修

2旧 職 員

〔11餌召不1148イト度

一 　一 一 一

官職名 氏 名 在 職 期 間 備 堂

専 門 員 藤 江 金 治 昭20,&～48.4.1 退 職

文部'∬務官 中 ql 友 予 39.7.～48.12.31 〃

事務補佐員 早 川 ツル 予 45。4.～48,9.30 〃

臨 一 　r一

所 属

庶務課

在 職 期 間

27.4^-28.11

27.10～40.3

25.10～28,4

27.5^-29.5

21.11～29.12

20.5～29.12

29.6^-31.11

27.10^-34.11

34.11^-36.10

(2}昭 和25年 度 ～ 昭 和47年 度(25年8刀 ～47年 度 末)

名

雄

松

昭

イ

七

ル

子

之

潤

彰

一

秀

ア

茂

ハ

園

輝

属 官 職 名 氏

所 長 '」ゴ 務 代 理 矢 代

所 長 川 中

室) 雇 (事 務) 山 川

庁 務 補 助 員 長 沢

雑 仕 吉 野

〃 諸 星

臨 時 筆 生 藤 森

庶 務 係 長 加 藤

〃 安 岡

務 課(
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美 術 部

文

警

庶

事

課

作

嘱

警

課

文

課

事

課

技

警

課

事

務事

務

部

務 係

務

務

務

」乏 補

部 事 務

務 補 佐

能 補 佐

務

長 補

務 補 佐

〃

研 究 所 文 部 技 官

第 ・研 究 室 文 部 技 官

部

第 二 研 究 室 文 部 技 官

第 一一一 研 究 室 技 術 員

資 料 室 文 部 技 官

資 料 室 技 術 員

第 一一 研 究 室 文 部 技 官

第 二 研 究 室 技 術 員

文 部 技 官(併 任)

部

夫

郎

義

チ

ニ

子

r

郎

知

次

郎

r

夫

シ

煎

郎

f

二

郎

し

一

明

也

夫

.

.

夫

子

男

男

次

四

...

代

太

一
.

i
・

朝

豊

光

道

忠

愛

駿

彰

安

春

弥

r

守

ヨ

啓

裕

雄

修

よ

栄

倫

友

一

桂

純

涼

幻

敏

規

沢

川

山

沢

島

谷

村

川

谷

間

島

川

川

次

田

川

川

橋

川

畑

木

北

木

丸

川

串

川

山

長

鶴

鬼

長

小

糟

中

鎌

守

本

野

横

岩

一..

友

脅

織

高

島

白

松

河

鈴

持

山

大

池

新

福

官

員

長

員

長

員

員

員

佐

官

長

員

長

員

員

佐

員

長

長

可 職 員

29.5^-36.11

29.4～38.3

36.10^-38.4

31.12^-39.7

26.5^-40.3

37.2～40.12

35.11～40.1

29.1～41.2

38.4^-41.6

40.4^-42.3

41.4～44.3

43.4-一 一44.3

44.4～45.4

45.4～46.3

41.2^-47.3

41.6～47.4

45,4～47.8

43.10～48.3

23.7～26.11

5.6～27.8

24.8～27.10

18.1～27.10

28.1～28.2

22.6～29.3

29.2～30.2

14.4～30.7

22.6～33.6

22.10～34.3

23.5～34.4
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芸 能 部

保 存 科 学 部

第

部

第

文

第

第

朗

増

=

R
=

・
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・

F
可

臨

庁

料 室 文 部 技 官 小 沢 健 志 26.4^-36.3

一 研 究 室 長 熊 谷 宣 夫 19.10^-37.3

長 田 沢 坦 34.6～37.4

一 研 究 室 長 伊 東 卓 治 22.5～38.3

部 技 官(併 任) 米 沢 嘉 圃 27.10～40.5

〃 吉 川 逸 治 22.10^-40.5

〃 河 北 倫 明 28.4～40.5

一 研 究r長 隈 元 謙次郎 7.6～41.3

二 研 究r」1・.長 秋 山 光 和 21.10^-42.2

長 高 Ⅲ 修 27.12^-44.3

料 室 文 部 技 官 辻 惟 雄 37.6～46.5

一・研 究 室 文 部 技 官 ・

戸 田 禎 佑 37.6～96.6

長 巾 川 千 咲 9.4～47.3

長(併 任) 加 藤 成 之 27.10^-32.6

務 補 助 員 新 井 範r 27.10^-34.10

長(併 任) ド 総 覚 三 33.1^-37.7

劇 研 究 室 文 部 技 官 k木 清r 34.9^-39.6

劇 研 究 室 研 究 員(」 卜) 戸 部 銀 作 27.10^-41.3

楽舞踊研究室研究員(非) 岸 辺 成 雄 27.10～41.3

7L芸能研究室研 究員(」卜) 池 田 弥三郎 27.10～41.3

劇 研 究 室 研 究 員(JI`) 石 川 百合チ 40.4～41.3

〃 阿 部 順 子 40.8^-43.9

楽舞踊研 究室研 究員(非) 山 路 興 造 42.4～44.3

時 筆 生 赤 岡 恒 子 26.4～29.7

務 補 助 員 橋 本 義 雄 28.10～32.7

理 技 術 研 究 室 長 毛 利 登 37.10～38.4

珊 研 究 室 研 究 員(非) 呉 屋 充 庸 29.4^-40.3

理 技 術 研 究 室 長 立 田 三 朗 37.10^-45.1

注(1!12)の 所 属,官 職 は,転 退 職 時 を 示 す。
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Ⅲ 関 係 法 規

・文部省設置法(躍 雛 法1齢 鶴 刀29131。3`i)(抄)

第3節 附属機関

(附属機 関)

第36条 第43条 〔審議会〕に規定す る ものの ほか,文 化庁 に,次 の機 関を置 く。

CWv博 物 館

国 立近代美術館

国 立西洋美術館

国 立国語研究所

国 立文化 財研究所

日本芸術院

2前 項の機関(日 本芸術院を除 く、)の 長は,文 化庁長 官の 申出によ り,文 部大臣

が任命す る。

(国立文化財研究所)

第41条 国 立文化 財研 究所 は,文 化財に関す る調査研究,資 料 の作 成及びその公表を

行な う機関 とす る。

2国 立文化財研究所 の名称及 び位 置は,次 の とお りとする。

名 称

東京国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所

東

一
奈

一_,

位 置

京 都

良 市

3国 立文化 財研究所 には,支 所をIIVI'.くことができる。

4国 立 文化 財研究所及 びその支所の内部組織 は,文 部省令で定め る。

・ 文部省麗 法施行規則(昭 和田年1月13日 文部省令第2}}最終改il:昭和48年9月29日第25号)(抄)

第5章 文化庁 の附属機関
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第4節 国立文化財研 究所

第1款 東京国立文化財研 究所

(所 長)

第117条 東京国立文化財研究 所に,所 長を置 く。

2所 長 は,所 務を 掌理す る。

(1人ヨ宮B糸且織)

第118条 東京国 立文化財研究所に,庶 務課及 び次の4部 を置 く。

一・ 美術 部

芸能 部

保 存科学部

四 修復技術 部

(庶務課の事務)

第119'庶 務課においては,次 の事務 をつか さどる。

職 員の人'JFに関す る事務 を処fll':すること。

二 職 員の 福利厚 生に関する'1`務を処PM':すること。

公 文井類の接受 及び公印 の管守その他庶務 に関すること。

第120条

2

する調査研究を行 ない,及 びその結果の公表を行な う。

3算 二研究室においては,わ が国の近代及 び現 代の美術並びに西洋美術 に関す る調

査研究 を行ない,及 びその結果の公表 を行な うとともに黒 田記念室 に関す る事務を

つかさどる。

4資 料室においては,美 術の研究に関す る資料 の作成,収 集,整 理,保 管,公 表及

び閲覧 並び に光学的 方法 によ る美術の研究を行なう。

四 軽 費及 び収入の 予算,決 算その他会計に関す る事務を処 理す ること。

κ 行政財産及び物 品の管理 に関す る事携を処理す ること。

六 庁 内の取締 りに関する こと。

し 前各号 に掲げる もののほか,他 の所掌に属 しない'1嚇 を処理 す るこ と。

(美術部の3室 及び寧拐)

美術部に,第 一研究室,第 二研 究室及 び資料室をlktく。

第一 研究室においては,わ が国の上代,中 世 及び近世の美術 並びに東洋美術に関
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粗 関 係 法 規

■

f

(芸能部の3室 及 び事 務)

第121条 芸能 部に,演 劇研究室,音 楽舞踊 研究室及 び郷土芸能研究室を　iく 。

2演 劇研 究室においては,演 劇及 びその保存に関する調 査研究を行 ない,並 びにそ

の結果の公表 を行な う。

3E=1楽 舞踊研 究室 において は,音 楽及び舞 踊aL.びにこれ らの保存に関する調査研究

を 行ない,並 びにその結果の公表を行 なう。

4郷 土芸能研究室にお いては,郷 土芸 能及 びその保存に関す る調査研究 を行 ない,

並 びにその結果の公表を 行な う。

(保存科学 部の3'及 び事務)

第122条 保存科 学部に,化 学研究室,物 理研究室,及 び生物研 究室 を置 く。

2化 学研 究室においては,文 化財及 びその保存 に関する化学的 調査研究(分 析化学

的調査研究を含む。)を 行 ない,並 び にその結果の公表を行な う。

3物 理研究室においては,文 化財及 びその保存に関する物理学的 調査研究を行ない,

並 びにその結果の公 表を行 なう。

4生 物研 究室においては,文 化財及び その保存に関する生物学的調査研究を行ない,

・並 びにその結 果の公表を行な う。

節122条 の2修 復 技術 部に,第 一修復技術 研究室及 び第二修復技術研究室を置 く。

2算 一修復技 術研 究室 にお いて は,木,漆 その他次項の材料 以外の ものを材料とす

る文化 財の修復に関 する科学的,技 術 的調査研 究を行な い,及 びそ の結果の公表を

行 なう。

3第 二修復技術研究室においては,紙,布 又は革を材料 とす る文化財の修 復に関す

る科学的,技 術的調査研究を行ない,及 びその結果の公表を行 なう。

◎文部省定蜘 則儲 輿傭 塀 冒斉獅 線 羅12号)(抄)

》
文 部省定 員規則(昭 和44年 文部省令第12号)第2項 の規定 に基 づ き,文 部省定員細

則を 次の ように定め る。

文 部省定 員細則

1文 部省に係 る行政機関職員定員令(昭 和44年 政令第121号)第1条 に規 定す る定
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一,

員(以 下 「定員令 第1条 定員 」とい う。)及 び沖縄の復帰 に伴 う行 政機 関の職員の

定員 に関す る法律の適用の特別措置 に関する政令(昭 和47年 政 令第191号)第1条

に規定 する定員(以 下 「特 措法政令定員 」という。)別 の本 省の各 内部部局,各 国

立学校,各 所轄機関及 び各附属機関 別の定 員並 びに文化庁の各 内部部局及 び各附属

機 関別の定員は,次 の表の とお りとす る。

文 化 庁

Q

区 分 定 員令第1

条 定 員
特措法政令
定 員 計

一 一'

附属
機関

一_

国立文化財
研 究 所

132人
各国 立文 化財研
究所 を通 じての
定員とす る。

132人

一

2各 国 立人学,各 園 、r.高等 専門学校,各 国 立高等学校,各 国 立青年の家,各 国 、k博

物 館,各 国 立近代)き術 館及び各国II.文化 財研究所の定員は,国 立学校及 び本省の附

属機関 にあっては文部人臣,文 化庁 の附属機関 にあっては文化庁 長官が,そ れぞれ,

前項に定 める当該国 、1/1¥/r.校又は附属機 関別 の定 員の範囲内において,別 に定 める。

附 則(昭 和48年9月29口 文部省訓令第28号)

1こ の訓令 は,公 布の 日から施 行す る。

・助 渤 館等の機 関別の定 員に ついて(昭 和44年5月26日 文化庁長官裁 定昭'和48年41112日 改正)(抄)

文部省 定員細則(昭 和44年 文沼≦省訓令第1nj」)第2項 の規定 に基 づき,各 国 立博物

館,各 国近代 美術館お よび各国立文化 財研 究所 の機関別の定 員を次の とお り定め る。

機 関 定 員

東 京 国 立 文 化 財 研 究 所

一

48人

　
　

　

　
　

-
　-
-z
/

`

附 則

この裁定 は,昭 和48年4月1日 か ら適用 する。
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◎教舩 獺 特例法施行令(漿慰1欄ll年 鮪 営綴163り,)(抄)

(教育公務員以外の者)

第2条 省略

第3条 省略

第3条 の2文 部省設i法(昭 和24年 法律 箪146号)第14条 〔国 立の学 校jc〕 及び

第36条 第1項 〔附属機関〕に掲げ る機関(日 木芸術院を除 く。)並 びに国 立学校設

置法(昭 和24年 法律第150号)第3章 の2〔 高エ ネルギー物理学研 究所及 び国文学

研究 資料館〕 に規定す る機関の1x及 びその職 員のうちもっぱ ら研 究又は教育 に従事

す る者並びに国立養r教 諭養成1折設 置法1昭 和40年 法了1暫第16号)に よ る国 立養護教

諭餐成所 の所長,教 授,助 教授及び助 手については,法 第4条 〔採用及 び昇任の方

法 〕,第7条 〔休 職の期間〕,第11条 〔服務 〕,X12条 〔勤務成緒 の評定〕,第19

条 〔研 修〕,第20条 〔研修の機会 〕及び第21条 〔兼職及 び他の 事業等の従事〕 中国

立大学の学 長及 び教員に関す る部分の規定 を準 用す る。 この場合 において,こ れ ら

の規定中 「大学管理機関 」とあるのは次の各 号の 区別に従 って読 み替 え,こ れ らの

機関の長及 びその職 員を それ ぞれ学長及 び教員に準ずる者と してこれ らの規定を準

用す るもの とする。

… 法 第4条 第1項 〔採用 及び昇11二の選考〕については,国 立学校設 置法節3章 の

2に 規定す る機関の長及 びその職 員にあ っては 「文部省令 で定め るところにより

任命権者1,そ の他の機関 の長及びその 職員にあっては 「任 命権 者」

二 法 第4条 第2項 〔採用 及び昇任の選 考の基準〕.第7条,第11条 及 び第12条 に

つい ては,「 任 命権者 」

◎1劇京!国立文化財研究所部室長会臓 運営規則

(昭和45年1月23日 所 長裁定)

第1条 東京国立文化財研究所 部室長会議(以 下 「部室長会議 」 という。)の 運営に

つい ては,こ の規 則の定 めるところによる。

第2条 部室長会 議は,本 研究所の 重要事項 について協議 し,各 部 課相 互の 適雛'は
ー

覧ー

き
ー

uy

J



か ることを 目的とす る。

第3条 部室 長会 議は,次 の各号にかかげ る職員を も って組織 す る。

一 所 長

二 各部長

筑 各室長

P4課 長

第4条 部室長会議 は所長 が招集 し,そ の議 長 となる。

2所 長に事故あ ると きは,会 議 出席者の中か ら互選 により議長を定 め る。

3所 長は必要と認め る職 員を会議に出席 させ ることがで きる。

第5条 部室長会 議は原則 として毎月1回 開催す る。ただ し緊急を要す る場合は,随

時聞儲す ることがで きる。

第6条 部f長 会議 に関す る事務 は,庶 務課がこれにあたる。

第7条 この規則に定める もの の他,会 議の運 営に関 して必要な事項は,別 に定 める。

附 則

この規則は,昭 和45年1月23日 か ら施行す る。

◎東京国立文化財研究所受託研究取扱規程

(昭 和46年3刀15日 所長裁定昭和47年10月2n改 正)

(趣 旨)

第1条 この規程 は,東51ミ国立文化財研 究所(以 下 「研究所」 とい う。)に おけ る受

託研究(外 部か らの委託を受 けて公務 として行な う研 究で,こ れに要す る経費を委

託者が負担す るものをいう。)の 取扱 いに関 し必要 な事項 を定め るもの とする。

2受 託研究は,研 究所の文化財に関す る調査研究上有意議であ り,か つ本来の調査

研究 に支障がな く,当 該年度 の予算額 の範囲内 において行な うものとする。

(受託の条件)

第2条 受託研究の受 入れ 条件 は,次 の各号に掲げ るとお りとす る。

(11受 託研究は,受 託者 が一方的 に中止す ることはで きないこ と。

② 受託研究の結果,工 業所有権等の権利が生 じた場合には,当 該権 利を無償で使
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川 させ,ま たは譲 与す ることはで きない こと・

(3}受 託研 究に要す る経費によ り取得 した設備 等は,返 還 しない こと。

(4)や むを得 ない事由によ り受託研究を巾止 し,ま たはその期 間を延長す る場 合に

お いても,研究所 は,その責 を負わ ず,ま た,原 則と して受託研究 に要す る経費 を

委託 者に返還 しないこ と。ただ し,特 に必要があ ると認めた場合 は,不 用 とな っ

た経費の額の範囲内において,そ の全 部または一部を返還す ることがあること。

(5)委 託者 は,受 託研究 に要す る締費 を,当 該研究の開 始前に納付 すること。

2所 長 は,前 項 に定め るもののほか,必 要 と認め る条件を別に定 めることができる。

3委 託 者が国の機 関,政 府関係機関 または,地 方公 共団体で ある場合は,第1項 第

3号 および第5号 の条件 は,こ れを付 さない ことができる。

4委 託者は,必 要がある場合は,所 長の承 認を得 て,そ の委託にかか る研究 を協力

して行な うこ とがで きる。

(決定 の方法)

第3条 所 長は,当 該研究を担当す る職員,V'該 職 員の所属す る室 および部の長 の意

見を徴 した うえ受 託研究の受入れを決定す る。

(受託 の申込等)

第4条 受 託研 究の 申込みを しよ うとする者 は,別 紙様式によ る受 託研 究申込書を所

長 に提出 しなけれ ばならな い。

2所 長は,受 託研究の受入れを決定 したと きは,そ の旨委託者および研究所契約担

当職 員に通知す るもの とす る。

3前 項の通知 に基づ き契約担当職員は,契 約を締結 した旨を,所 長に通知 するもの

とす る。

(研究の中止 等)

第5条 受託研究を担当す る職 員は,当 該研究を中止 し,ま た は,そ の期間を延長す

る必 要があると認めたときは,た だちに所属の室 および部の長を 経て所長 に報告 し,

その指示を受け るものとす る。

2所 長.は,受 託研究 の遂行 上やむ を得ない理由があ ると認め たときは,こ れを中止

し,ま たは,そ の期間 を延長す ることを決定 し,そ の旨委 託者お よび契約担当職員

に通知す るもの とす る。
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(研究結 果の報告等)

第6条 受託研究を担当す る職 員は,当 該研究が完了 したときは,そ の 結果 を所属の

室 および 部の長を経て所長に報 告す る もの とする。

2委 託者 に対する受託研究の結果の報告 は,当 該研究を担当 した職員が 前項の報告

後行 なうものとす る。

3受 託研 究の成果 を公 表す るときは,所 長の承認 を得て 当該研究を担 当 した職員が

行な うもの とす る。

附 則

この規程 は,昭 和46年4月1日 か ら施行 する。

こo)裁 定は,昭 和47年10月2日 か ら施行する。

〔別紙様式〕

受 託 研 究 申 込 書

東 京国立文 化財研究所長 殿

住 所

氏 名(名 称 ・代 表者)

昭和 年 月 日

　町

東京国立文化財研究所受託研究取扱規程 第4条 第1項 の規定に より,下 記の とお り

受託研究の 申 し込みを します。

記

1.研 究題 目

2.研 究 目的 および内容

3.研 究に要する経費

4.研 究用資材,器 具等の提供

5.そ の他
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東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 要 覧

〈正 誤 表〉

頁 行 誤 正
● ●

15 下 か ら5行 目 庶 務 室 庶 務 課
.. ● ● ● ●

30 下 か ら4行 目 ミ ュ ー ゼ ァ ム268 268
● ●

35 上か ら2行 目 民謡歌誌集成 民謡歌詞集成
■ ●

42 上か ら12行 目 城敏子 見城敏子
● ●

56 下か ら6行 目 押出伝を 押出仏を


